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　　　　　　　　　　　　　　L　分析の視角

　戦後における日本産業の高度成長はきわめて闘ざましいものであったが，化挙工業は

そのなかでも最も高い成長率を1示した部門の一一・・つである。こうした爾度成長を支える一

つの重要な原動力となったの炉技術革新であることはいうまでもないが，とくに化単工

業で翫の新技術の開発が1燃白勺な役割課したととは，戦後20年の過程において，金

く新じい商品の誕生，新技術による既存原料，既存製法の転換及び新企業の設立が如何

に目まぐるしく行われたかを想起すれば足りるであろう。

　とくに昭和30年以降においては，石油化学工業の成立とともに，日本の化学工業の内

部構造は殆んど全く一新するほどのダでナミックな発展をとげたのであり，その結果，

現在我国の石油化学工業はアメリカについで第二の生産規模を保持する段階に逮したの

である。

　このように技術革新によって急激にXクラップ・アンド・ビルドを続けながら発展す

る化学工業の変貌過程を追求することは，固定的にとらえられないだけに，きわめて難

解な問題であるといえよう。

　しかも今日の化学工業は，原料の総合的利用，副産物や製品の相互利用といった総合

的コンビナート形態を本質としてお一、；て，同一企業がさまざまな部門にまたがって多様

な製晶を生産する，いわゆる多角形企業なのである。したがってこれを把握する場合，

硫安企業とかプラスチック企業といったように単純化してとらえるだけでは不充分であ

って，多面的な視点からのアプローチが必要となるのである。

　こうしてみると，戦後における我国化学工業の発展過程を貝休的にとらえることは，

その変転の激しさと多様性のために，きわめて困難なことが理解されるのである。ここ

ではそうした複雑かつ相互連関的な産業である化学工業を把握するために，まず戦後化
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　　　トヲ　ス　ト
学ユニ業独占休の資本蓄積の重点が，主としてどの部門におかれ，京たその醤積の動1・弧けこ

どのように移行していったかを跡づけることとした。その場合，第1表によ・・て明ド・：fJ　”

なように，戦前より戦後にかけて我国の化学工業は，無機化工業掌部ドllなかんつく化学

第1表　業　 種　 別　生　競l　S，lii・　成

生　　 産　　 tlVi：　　戒　　　1・ヒ　　（％）

　　　　　　　　　　　脇1・・年圏§・年3・年」墜L艶L蔓腔・li・6年
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（註）　化単工業統言卜年報

肥料部門響鱒上ヒ勲も・ていたことがみとめら縄であろう。その糸課調ゆ、観

要な化学巨大企業の大半が，この部門に蓄積の璽点をおいて石炭m化掌コンビナート，

電無化学謁ピがトとして発展してきたのである．ところでこうした鱗化’㍑叢
音　F　爾の1・髄も・32～33年以降における硫安工業の世界的過剰1軸，なかんずく【蛛

肥料独占の，東南アジア市場を同指してのダンピング攻勢によって，その土齋か応ゆ愚

がされることとな・た・とくに肥牽榔門の主要なガス源となる石炭｝：ss門の鰍糠糊ヒ

によって，この蘂情は一屑促進されたのである。こうして新しい有機禽成｝祁門が擦顛L．，

石油化掌工業が脚光をあびるにいたり，さきの表にみるとおり，34年以降は有機化学黒

業部門瀕磯化瓢鋼著　門硫倒し・そのなかでも徽合成品冶成棚旨eq，i’1，t，1…臨曙

しく伸長したのである。

このような化紅業醐内でのtSX’しい変動の過翫鯛叱掌撫無継に淋
蓄積の懸粧移動させ，いま燃1財1縣蝶を先頭としてその大半の鮎蝶粥了油tt
単コンビナ・・一一ト中心に再編成される1こいたった。

以上にみるように1轍購・ける化紅業の獺過髄とらえる土胎，その．腰勧向
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を化学肥料部門（硫安部門を中心とする）から有機合成化単部1凹罧石油化栄コこ業への賛

本蓄積塾盤の移行に槻点をbl艦える必要があろう。

　本論文は，すでにこれまでに共同研究の成果として出版された「現代臼木経営史上・

下」　（御茶の水欝房）を一・屑具体化して，化崇二［1業部門に2書ける経鴬史研究をすすめる

ための一部として位概づけられる。したがって，当研究でとった分析方法も，あるいは

段階区分も，いずれも「現代日本経當史」に拠っているのである。なお本研究では，化

栄工業賢木の資本蓄積基盤の大まかな内容をとらえることに重点をおいたため，企業形

態，企業管灘，経営管理については捨象した。いわば化栄工業流本の拠ってたつi基盤と，

これに規鴬されて変動する化学工業資本のピへfビアのスケッチをこtうみた訳である。

2．　第一一段階前単期（111｛和21年・－23｛1う

　箆二次大戦中，消費財生産を二帽ンドとした軽工業を犠牲にしていっさいを軍需生灘に集

中せしめ，崎型的に重化学工業部門を拡火させてきた我園の熊業檸1成は，敗戦によって

一挙にその矛盾を爆発させたのである。なによりもそれ京での再生産構造を支えてきた

軍需市」易が消1威することによって，重化喝な部門はしばらくは過剰設備と化した。しかも

民間儒要をまかなうべき軽工業は，これまで戦時統制下1こあって暴力的に収縮させられ，

麻庫状態に陥し入れられていたのであるから，まさに日本資本主義は崩tpa’ij＾前の状況を

呈していたのである。

　呉体的にはこうしたアンバランスな産業構成を反映して，鉄鋼をはじめとする生慶財

価格の下落と，米を中心とする生活必需物資のヤミ価格の繋騰が続き，さらにはこの状

態がインフレの進行によって一層促進されるにいたって，口本経済の再生産構造そのも

のの破綻が予想されるにいたったのである。

　このような圏内経済の危機状態のなかで，次第に米ソ対立の1薫際惰勢が進行し，対H

占領政策は「非軍事化」の方針から，一転してアメリカ反共政策の一環としての「アジ

アの工場」化に向けて大きく転換をとげるにいたった。こうした対日占領政策の転換を

背景として，日本経済の拡大再生産の回復を団指した国家独占資本主義の一連の経済政

策が進められたのである。

　この段階における国家独占による口本経済の復興・強化政策の特徴を端的に指摘する

ならば，「コソツ＝Hルン的結合から切り離された基幹部門の重化学トラストに対して資

金噴材樋点的に援助し，蜘・は欄的に儲した価榔・対して怯酵的に原価利
潤を補償するとい・一・た，いわば再生産条件を外部からつくりだすこと」を目的としたも

のであ・’）た。

　かかる一一・－L連の経済施策は「傾斜生産方式」とこれに対応した復興金融公庫による融資，

価格差補給金として具体化され，その重点的対象として，エネルギー産業たる石炭産業，

基礎資材生産の鉄鋼産業及び農業生産力を支える肥料工業が選らばれたのである（但し

（1）野口祐編著：現代日本経営史lt，46（1964），御茶の水書房
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勧藤も時期的に賭干1獅てこれに加筋れ£b。

　この中で，より直接的に必要度の商かったのは，当面迫りっっあv’，た禽料危機を解決

するための肥料生産であつた。そしてこの化学肥料の増薦は，他の矯点灌：灘にくらべて

より速やかに成功した。すでに指摘したとおり，我1剰の近代化掌工業はアン董漏ア合成

工業を中心として発展をとげてきており，この禽成アンモニアコニ業は，我園の特殊な資

本主義構造に規定されてもv・、　｝tk°ら化掌肥料富硫安生蜘こ重点がおかれてきたが一il瞬中，

その一▲部は火藁原料としてのメタノt・一ル盈産に転換され，他は不要澱粟として穴蜥に編

少，転換が強要されてきたのである。こうした軍需孟k塵を中心iこ多角化されていた俸制

を，戦後はいかにして早急に硫安生藤iに転換するかがさしあた・1，ての重饗：な閥題・1二な・、

たのである。

　この場禽注意せねばならぬことは，戦後の財閥解体命がそ津し織で独II、i度の高か噂ノ1二化

学工業賢木の威力を著しく弱休化せしめたことである。なかんつく，戦時中植民ll1ll凱資

本蓄積の重点を移動させ，軍縮生産一辺倒の休制を築いてきた新興欝ンツ轟ルンは，敗

戦による海外盗巌の喪失，植民地市場の消1参蛇及び軍需市場の崩纏によりて，旧財閥孫甑

業以上の大きな打撃を被1〕，その後の回復の遅れを示したことで，その結隅，Itl然戦後

の化学工業の復興，なかんつくその先がけとなった肥料部門の10：建は，旧財閥系1－t・S　’XA

トによt”）て主導権が握られたのである。

　い康第2，3衷を比較することによ・、．）て，戦前化’｝1紬二粟においで支配的勢力凌占めh瓢

いた，旧三大財閥及びll：Ji・興財閥系企業の，戦中，戦後にかけての消長の状況をタ妄休的瓢跡

第2表　1937年化学Ll業会社d三産力

業顧

硫

安

石
灰

窒

賢木系統

三　　井

　〃
三　　菱

住　　友

日　　窒

　〃

　〃

　森
日　　巌

その他

三：　井

　森

その他

会　　　社　　　名

東洋　商肥
（矢作工業）

日　本化　成

住友化　学
田本窯素肥料

朝鮮窒素肥料
旭ベンベルグ絹糸
日薪　禾口　月巴　　1ド｝

日本化学工業
字　　部　　興　産

電気　化　学
昭　和　肥　料

信越化学

　生魔能づ」

年闇能力トン

260，400

（55，068）

67，200

145，200

64，800

400，　OOO

50，　OOO

300，000

対｛国ほ二

16．3

（3．5）

4，2

9。1

4，1

25，1

3．1

18，8

72，000　1　　　5．4

72・…｛…

157，8eo

90，　OOO

43，200

51．4

29．3

14．1

（2）

ｽ騨業に対す繰齢蓬増大したのは脚3年で・196鯛・繊にv；・い磯・｛…ms・t’
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燐
酸
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灰
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ン1
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ア

法

爾
解

法
ソ

1

ダ

住　　友

日　澱

その他

三　　麓

EI　窒
El　曹
1ヨ　魔

その他

三　　井

　〃
三　　i憂

日　窒

　〃
　森

口　囎
［1　産

住友化学
日本化単工業

ラ　サエ業

旭　　硝　　子

朝鮮鐙素肥料
九　州　噛　達

iヨオ～こfヒ単二［二業

徳　山　蒋　逮

北海　曹達
レーヨンソrwダ

旭　　硝　　子
Il凪べしノ｛ミノレク碍宗同糸

日本豊索肥料

口本電気工粟
日　本　ill！i達

口本化掌工業

　　三　　井　　鴬井鉱山鷺池染料黒粟所染

　　三　　麗　　旧　本化成
　　1主三　宏　　臼　塞　染　料

　　その他　　保出谷聴逮
料　　〃　　田本火薬

爆

薬

口　豊
日　　澱

浅　　tJt｝

その他

日本塞素火藥

日　本　油　脂

皇発彗浮力tWリット

日本火薬製造

144，000

114，　OOO

30，000

2，000

4，590

1，825

30，420

416

580

7．9

6．2

29．6

2．0

4．5

1，8

30．1

1．9

3．3

1，830　　　　　　　10，5

1，250　　　　　　7。2

　757　　　　4、4

2，133　　　　　　12．3

　733　　　　4．2

11，630

　790
5，890

1，116

7，220

4，800

3，600

8，860

42．3

2．9

21．4

26．3

15．7

11，8

29．0

（註）　セルPtイド生地，フイルム，油脂部門については雀略す。持株整

　理委員会：日本財閥とその解体

づけてみることにしよう。なおこの場合，化学工業の本質として多角経営（コンビナー

ト）をとっているため，各部門ごとの検討とその上での綜合的な判断が必要であること

は云うまでもない。その中でも戦前・戦後をとおして最大の部門は化学肥料部門であっ

て，ここでもこの部門を中心とttして検討してみるこ，とにしたい。

　まず戦前，戦後を通じて我国化学工業のなかで最火のウエイトを占めた硫安部門では，

昭和12年には日窒系が，朝鮮窯素肥料の25％分も含めて，生産能力の比重は32，　3％と第

一位を占め，ついで森系の昭和肥料（現在の昭和電工）が18．8％で，両新興コンヅェル

ン系企業の合計が51．1％と過半数をこえている点が注目される。同時にこの頃すでに三

井系の東洋高圧が16。1％，さらに系列下にあった矢作工業分も含めれば18．8％oと次第に

比重を増しつっあったたことが認められる。その他旧財閥系では，住友化学が9．1％，

三菱系のH本化成（現在の三菱化成）が4．2％と，三井系にくらべると甚はだしく小規

模であった。
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第3表化学工業指定企業者生鷹能力表（指惣寺現在）

一一
業種

硫

安

二酉

灰

素

過

燐

酸
「1苛

灰

アソ

　i
法ダ

電ソ

解1

法ダ

染

料

爆

薬

資本系統

三　井
　〃

三　菱
住　友
El　窒

　〃

　森
1！：1　麗

その仙
　〃

　〃

三　井
　森

その他

会　社　名

東洋1甑圧
束ilE・含成

三饗化成
日新化学
日本窒索肥料

旭　化　成
昭和電ユニ
日藤i化栄
日東化学
宇部興澱
臼木月巴料

慰気fヒ学
昭和霜：ユニ

借越化学
住　 友　 日新化学
日　　　　 産　　　　　 1ヨ　　麗：　　イヒ　　鐸：

その他　 日東化学
　〃　　　F．1本肥料
　〃　　 国ニヒ計画興業

　〃　　　東亜鉱：lr．

三　 i麺　三麗化成
その他　 徳口」曹達

三　井
日　塵
日　藤

三　井
三　菱・

住　友
その他
　〃

日　窒
口　麗

浅　野
その他

東亜合成
日産化学
日本曹遼

三井化学
三菱化成
日i祈化学
保土谷化学

日本化薬
旭　化　成

日産化学
関菓電気工業

臼木化薬

盈産能力
年間能力トソ

170，000

50，000

60，000

1「oO，　OOO

50，000

30，　OOO

120，　OOO

120，000

65，000

120，000

120，000

　111，000
　107，　880

。　　62，500

84，000

376，800

75，　OOO

l8，　ooe

42，　OOO

121，200

15，　OOO

7，50⑪

2，550

607

2，730

対全：国比

　％
16，4

4．8

5．8

14．5

4．8

2．9

11。6

11。6

6．3

1L6
11、6

飢，7

30。8

コ，7．8

7．Q

31、4

6．4

L5
3．5

10ほ

43．7

21，9

12，3

2．9

13，2

1，755　　　　　　　　　　14，6

506　　　　4．2
1，410　　　　　　　11。7

639　　　　5．3
4，268　　　　　　　　　　35，4

370

435

215

586

2L8
25．6

12．6

34．5

（註）セルPtイド生地，写輿フイルム，油脂，塗料・顔料｝’il門について

　は雀略す。持株整理委員会：日本財閥とその解体
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　ところでこれが戦後の財閥解休指巽1三時の段階では，それまで鍛高位を占めていた新興

　xンツ＝ルソの閏窒系は朝鮮窒索肥料を失って7．7％へと～挙に転落し，これにつぐ森

系も戦災の打撃等によ尋て11．6％とそのウエイトを殆んど半減させた。かくして術社合

わせるならば，戦曲の51，1％から僅か19．3％とみじめな低落ぶりを示し，たのであ・，た。

これと射比して旧財閥系トラストでは，三井系が束洋高圧，東1瓶合成両社で21．2％，住

友系の田新化単（現在の住友化tt／｝t’：）が14．5％，三菱系の三…菱化成が5．896といつれも戦

前にくらべて比重を増大させたことが特徴的である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さらに石灰窒索部門では，昭和12

第嬢礁嫌醗力明鞭多　　　　　螂M％を占めでし・だ耕系の電気
　　　　（アンモニアの硫安換算　単位：干冠／イの　　化学は，戦後では31．7％と比重を低

年　次

昭和7年

　　15

　　20

　　21

　　22

　　23

　　24

　　25

　　26

　　27

　　28

　　29

　　30

　　31

　　32

　　33

　　34

　　37
（見込）

孟【三藤能力

　（343．7）

　429，6
（1，519．9）

1，899．9

　183．0

　5U．0
1，079．0

1，557．0

1，674．8

1，863．6

2，290，4

2，652．工

2，　891．5

3，028．1

3，110．0

3，605．8

4，282．9

4，575。0

5，387．6

5，527．⑪

同左構成比（％）

電解法1ガス法

79。7　　　　20，3

22．6

24，0

29．7

31，3

35，0

31．8

33．1

32，2

28．6

26，4

25，3

24，8

22，7

19．3

15．9

12．9

7．7

、，　　　　　下させているが，依然第……位を保持

雛1罐している諜、・脚森系職前識

77，4

76，0

70，3

68，7

65，0

68．2

66．9

67．8

71，4

73．6

74．7

75．2

77．3

80，7

84．1

87．1

92．3

一一一一 @　　後とも30％台で殆んど変動はない。

22・8　　　　この他アンセユア法，電解法両ソ

100，0　　　一ダ部門においても，硫宏部門岡様

12・1　　に※斤身醍瓢ンtツェルン・系トラストから

33・　8　旧：獣財1縣1・ラストへの重点移行

、ll：1・嚇れる．・れらも含めて轍の

110．8　　我国化！学：1二業においては，新興コン

123、3　　ツェルン系トラストの急激な比重低

151、5　　下とこれに代わる旧財閥i系トラスト

175・4　　の優欧の状勢がきわめて明瞭に認め
191・3 @　られるのである（同時に指摘できる

18：：1特鶴糊・ンツ・・レンにも1日財

238．5　　　閥にも1舗さない，V・わば単独i系トラ

281．8　　　ストも戦後急激に比重を増している

301．0　　点で，とくに硫安。過隣酸石灰等の

354・4　　部門では．，きりととらえられる。こ
363’6 @　の点については後述する。）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　　　　　そこで次には，この段階において
（註）1 ]灘採職は戦前不詳’戦後旧財閥系・ラス・を中心とした化学

　　　2　戦前の能力は公称能力であって7戦後　　肥料部門企業の生産復興が，どのよ

　　　の実稼動能力に対しては80％見当と推定　　　うな経過を辿って展開されたかを具

艦署・綴撚塞羅讐鷺徽禦樵論、
　　　　とした。　　　　　　　　　　　　　　の推移をみると，戦前において最商

　　　鷺譜購：繍樋渥織働・88万・・あ・たのが・終榊
　　　相原茂編：現代日本の資本蓄積，380（1961）　には僅か18万トンに低下し，戦前最
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高の約一一割にもみたなかったのである。ところがその後，国猿独占によ為徹底した援助

にもとついてきわめて急速な［亘i復力を示し，生塵設備能力でみると，磁解法ではIll｛、和23

年に，ガス法では26年に戦前最商設ウ｝li能力をオーバーしたのである。

また硫安生産実績について壱ま，第5表のとおり20年の生灘1醜2朔3干トンで一幽｝1∫

16年最高時の124万トソの約18％にまで低落したが，25年には150万トンに逮し．，戦前最

第5表　戦後硫安生鷹lll｝加状況
一一w－一一一．．e　一一L

！rf．　｝欠　　　　 ゑk　還廷　；1’旨　委｛ζ　（9～11イ1三：冨100）

（墜と楚二閣化物業睡安「騙酢
昭和20年

　21
　22
　23
　24
　25
　26
　27
　28
　29
　30
　31
　32

59．1

28，9

35．1

52。5

68．9

82。0

115．1

128，2

159．7

173。8

189，4

232．8

273，0

28．8

26，3

33。9

50．8

70．9

103．1

140，7

168．5

216．6

267，2

318，4

368。2

442，9

36，7

70，9

108，9

138．4

181．3

232，9

258．2

306．9

327．0

370，5

398．0

464．4

538．4

36．7

70，9

108．9

138，5

181．3

232，9

258，2

306，9

327．0

370，5

398。　0

464，4

538，4

生産実績（ご拘IL）

硫　刻ア劒魍

　243

　469

　720

　9工5

1，185

1，501

1，598

1，　862

1，936

2，　075

2，129

2，323

2，娼コ，

　243

　469

　720

　9T6

1，199

1β4｛，

1，707

2，　OLcj

2，162

2，4d9．

2，631

3，070

3，559

（註）　経済企圃げ：臼：本経済指擦，農林貧1肥料要覧
　　オこ目屑《ア1避翻適：：IJ融fiこr：lF本ジ）賛嘱く欝手資，　3R1　（1961）

高水準をはるかに凌駕する1こいたり，この1肋生灘1勃1席は年開纈9％㈱1禰翻雛

たのである。

　ではこうした肥料工業のめざましい復興は，どのようにして可能であ・、たろうか‘、礁

れには先にも指摘しt・・」・lllり諏戦による鱒：経1斉の解休，再生劇髄の徽に細費1

筆横金の重点撒によ・・て・礁・鉄鋼，化糊巴料工業≦獅蝋輔門の魚・勤翻bた

「傾網撞獄」が1ノ溌鵬役割を紅たのである．そこでこのうち，化学肥奉欄馳

っいての国家独占の復興施策を具体的に検討してみることにしよう。

　戦時下における農漿労f｝動力の欠乏，化学肥料の供給途絶は，雌惣1磯力の轡しい1．；纂滞

を招ねいたが，これに加えて戦地，海外櫃艮地からの本土引揚げ等によゐ図内却凝）膨

脹は諌さに飢餓状態寸1ゆ餅繍を出現させたのである．このよ澱餅臆撫、袈，

「米よこせ」ヂモに端的に表現されるような大衆斗争を商揚させ，凶内泊安をきわめて

不安靴せしめたところから・政ll守は食椰醗対策の鍛なカギとし嶋硫安一囑鞭

策をまつ策一に藩手したのである。

　すでに終戦薗：後の昭不1120年8月18日には化学肥斜復旧対策’E．1’民懇談会がもたれ，翌21
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年3月28田の「化学肥料生崖確保緊急対策要項」（商工省）をはじめ，多くの法令が呉体

化された。他方岡年5月17Elには，　G・H。Qから「肥料の生魔，配給，消費に関する

覚轡」が発金されたのである。これらの数々の法令によって具体化された化学肥料復興

対策は，その内容から大きく資金・資材（原燃料も含めて）e価格の三つの政策に区分

することが可能かと思われる。こうした国家独占資本による三段がまえの援助策によっ

て，わずかの期間に”巴料工業の円1建・復興が可能となったのである。

　（1）流金政策一・・II闘和20年11月の「食糧確保に関する緊急措躍に関する件」の閣議決

定により，化掌肥料工業に対して農林中央金庫よりの融逓，澱業設備営団の弓i受け等を

中心とした融資命令が公1fiiされた。この農林中央金庫の蛍f金は通称「繋ぎ贅金」とよば

れて，肥料配給の統制会肇1二たる臼木肥料株式会祉の乎を経て肥料製造会祉につぎ込寝れ，

その総額はlll｛和22年311証でに11億7干万円にのぼった。ついで21年3月の融資規lllllが

窯施され，肥料工業の貸出し優先順1、ケ：は「甲のt・・－nd」として鍛優先にf～ヒ置づけられた。

　しか1、市巾銀行では戦後のでンブレ状況によ艦）融贅の見通しの不安と資金難から，全

般的に貸出し凌抑t［］llしていたので，旧銀斡旋によって社債引受けシンジケー一・ト団が組織

されるにいたった。しかしこれも当初においては，先の「繋ぎ資金」に負うところがソく
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（s）
きく，本格1杓に活動をllll始したのは22年4月以降であった。すなわち，22年に入’pて商

工省の仲介によって，腿林巾金及び二：：つの特殊銀行，三蕉つの市中銀行のほか新しく地力　　　　　，

銀行の参加を建前として，会社ごとのシンジケーtト団が可組織されたのである。この場

禽，シンジケー一ト団より融資を受けたのは旧財閥系大企業及び上ヒ較的採算のとれた企業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（a）
（っまり戦災による被審が比較的軽微であった企業）であったと云われる。例えばその

具体的例として日新化学（住友化学），三菱化成，目産i化栄，宇部興産等を潔げること

ができる。

　ところで化学肥料工業の復興策として，以一kの如き農林中金，市中銀行を通じての資

金供給方法と同時に，もう…つの電要な柱として，「傾斜生産方武」　：復金融資のルー

トが挙げられよう。これは敗戦の打繋によって崩壊しつつあった日本資木主義の再建の

ために，独占資本の経済的基盤をなす重化学工業に対して，国家より勉大な資金，賛材

の援助を与え，かつ価格のアンバランスを調整することによって再生産の条件を外部か

らっくり出し，次第に拡火再生産の軌道に向わしめようとするもので，明らかに独占資

本本位の復興施策であったのである。

　この重化学工業の再生産的基礎を与えた傾斜生産方式に対応して，金融面からの基礎

を提供したのが「復興金融公庫」であった。復金融資は11召和22年1月，政府が資本k．IOO

億円を出資して設立したが，その後は増資及びこれと併行しての復金債発行（その7，

8割は日銀引受け）によって驚大な貸付金をまかない，これ淡その後のインフレ経済を

ますます促進する要因をつくったのである。この復金融資先は第6表のとおり石炭，電

力，海運，肥料，鉄鋼，繊維の各部門にまたがるものであったが，そのうちでも石炭，

硫安を中心とした化学肥料，電力の三部門に重点的に貸付られた。

（3）この期におけるシこ／ジケート団の融資は3，500万円にすぎなかった。

（4）22年4月以降におけるシンジケー一ト団の融資は総計7億6千万円であった。
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　　　　　獅表復金融資概況　　㈲1職高虫資吸㈱の．雌α1漁翻脚　・1
　　　　　　　（a）　f璽金1膏虫資1　（糸屯工曽）　a）響な成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 24｛卜3月瀦く　（：ヌ5）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
（、蘇if立　：　100万【エ！）

鉱　　　　　粟

（石　　　炭）

金　　」｝嵩　　二コニ　　’謀…≡

（鉄　　　鋼）

種婚　　4，戒　　：1二　　劉建

イヒ　　｛学：　　無構　　3att”

非銭　　糸維　　二【二　　：業

幾！と　　1木　　7k　　藤主

穿と孟　　XPtC　　カ“　　フへ

（電　　　タL’）

運　　　　　輪

（海　　　運）

〃｝ζ　　　　［ill　　　　窯撃

計

21　年 20．　年

ユ，545

1，037

　　349

　　331

　　835

1，275

4520

　　496

　　303

　　303

　　112

　　　64

工，027

1
う’ら言愛侃i望『6金（％）

｝1巨1挺ミ｝筆　金（％）

・・987i

47

53

123、旨τ炭1合計
一　

一　 一　 r 一

20，397

18，837

1，774

1，569

1，972

4，050

　　　667

2，523

2，504

2，504

　1，545

1，，183

18，155

53，4771

29，543鉄　鋼
27，646　　　　　丹巴　　　　　　　　　　斗ミ斗

　2，267　　　　　’ll’E　　　　　　　　　荻竜

　1，769　　　　　；（毎　　　　　　　　　　韮廷

　3，715　　　　　　酢劃珪　　　　　　　　　　肖i維

5・183層灘UイF「釜1鯛一
　4，272　　　、．．．＿＿．一．．一＿＿．＿、＿tP．＿＿＿＿＿＿

70．4

16，8

37．9

88．1，

64．3

7．1

設　備bi・1工　転

　　　98．1　　　　　41，7

　　　73．4　　　　　　8，4

　　　64，0　　　　　17，3

　　　ll：1；1　67，：i）

　　　　　　11

＿＿懲二曾L．．＿，．臼・『

「・…い・1118・・

　2，643　　　　　　（li　1i）　　’1三ザhド暴叱・～1く：li麟嘘こ「ビ亡尋洗

19，582　　　　　　　　　　　　　　　　1

19・582　　この復金醐楚の内容を，1肥粥・IW臆つ
4，165 @いて．具体l／l勺　二非鮒［〆て凋，、！・一懸鱒1

飛ガケ州豊・・1融な鮒照i㍑瀧1測ξ

…一．・…「一「「・一・一一一．

@　　をう費ナゾζ・．企1蔀描ま料1勢il↓ltイ1筏1糸（IIg」i’｛il「」1，1’ll・・剰『

1
72・501 @　　日本鑑素，　日東fヒ学等）及び工・ヒ軽・交的・．4ケ

43　　　94　　pmルの小さい専業メーカー（：鮭〔北肥宰：｝1

57 Q．＿．至　i・．1肖・，k素，脇1・化’・三tl1東11蜘蟷｛｝警・

第7著隻　　荷爵汝F会率ヒts’f金什￥入｝1荒汚己　　　　　　　　　　　　（：単餐「：：’1“”i1S1｝

年　次i

221LI三12月31日

23孟i三3月31日

24イド3月31i．：1

24鱗三9月30［ヨ

ttE　　j塞　　’）J　il 1齢Ai市中1計司含
1没｛眉f資金

運11堤ξ．資金

　　　計

貫1～｛群i…貸金

運転資金

言1’とf）Xi強釜・金

運転資金
　　　言．卜

言StL　t）iii資金

運｝遊ミ忌驚金

1，675，276

i，092，243

2，767，519

2・731・‘i°9p

　　　　　　　　i

2，546，563」　　　　　　　．・’．

5，280，972

liiii欝iiii霧　llli

iilii矧

3，285，785

1，335，057

4，620，842

1，700，、5584，9QO，6331　61．3

2，299，229　　　3，728，271　　　　　　38。4

4，199，787

2，119，191

3，865，437

5，984，628

8，628，9041　　　　　51．3
　　　　　　　　5

　5，409，764
　　　　　轟1iω

　5，200，494

10p　605，470

60．7

25．7

43．6

（註）　　1　　i判『甚カテ葦礎）・み・0

　　　　　　2　　第斤「三rオく窒蚤終｝ま見ilzirl’金力．xら170，000‘下」i［1のf緯入｝がf也C・ir．．こ｛うるo

　　　　　　　　　餅己i麦1コ：：1楽三｛要興会詫蔑　「研霞安資斗こ十」　No魯　1・　・そ“（z）f也・｝こ‘．，“・11成

　　　　　　　　　非「り募ミ7焚i緬11i：運見f・枇臼74望4）i『蚤本蓄奉貴，　383　（1L961）
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い。これらのメーカーは戦災被害の大きい工場，問題点の多い工場をもった企業でもあ

り，そこには私的な金融機関が黄担をおうには余りにも重荷となる企業には，国家財政

によってその再建を可能にするといった方針がつらぬかれていたことが想定されるので

ある諒た・そうした馴青から，企業再建のための復金融資は主として灘鞍金融資に

重点がかけられていたのである。

　なお，復金融資が肥料工業の資本諮積の上でいかに重要な役割を果したかは，第7表

によって明らかとなろう。とくにこのことは，設備資金借入状況をと’一）てみると一一膏明

瞭である・すなわち，2脚鋼末には復金の設備資金は16血懸8干万円で全言購齢の

53・2％・24年3月末には30億「：1で全体の61。3％，24年9月末には33億円で企体の60．7％

の比璽を占めていたのである。

　最後に，昭和22年3♪1に肥料配給の統制会tt’tl．である日本肥料株武会社が閉鎖機関に指

箆された後，これに加わって設立された肥料配給公団の金融的役割も見逃すことは出来

ない。同公団は肥料一畢買取機関で，金額が国家出資によるもので，運転貰金もすべて

国蜜資金によって賄われた。その機能はメ・・一・・カーと農寂との闇を仲介することによ・・て

賢金圃収期聞の短期化及び圓収の保証を可能にし，また農業乎形制度をもうけ硫安工業

の資金繰りを促遼iした。

　（2）資材政策……資材，原燃料の欠乏はすでに戦時中より深刻なものがあり，生産能

力低下の最大の原因となっていた。敗戦後，政府は軍需化単工業から肥料工業への積極

的な転換の推遜と戦災によって破壊されたアンモニア工場施設の復旧等によって，肥

料生齪急速に瞬させるため，まず旧海軍廠に集積されfc特殊物イ物払下臥或いは

21年化学肥料緊急対策要項の決定による資材の確保，必要物資の優先配給，石炭，コー一

クス，硫化鉱等の原料確保及び原料優先輸送等の措置がはかられた。さらにこうした優

先措置は傾斜生塵方式の実施によって“一一・pam大規模に行なわれたのである。ことに肥料工

場復旧のための基礎資材たる鉄鋼材の優先配当蚤が如何に多額のものであったかは第8

表より明らかとなろう。この他原燃料たる電力，石炭等も戦時中同様，低料金，補給金政

第，表産業脚材配当va　策力弐繍され洞部門鰍のため獣き澱割課す
　　　　　　　（単位トン）　　にいたったのである。なおこの段階においては・石炭

　　　　　　　　　　　　　　　価格に比して電力価格が相対的に低廉であったので，
　　　　　　1　　　　　　21年度　22年度
　　　　　　　　　　　　　　　アンモニア製造には石慶ガス法より電解法に有利に
石　　　炭

肥料化学
産業機械
鉄　　　鋼

電　　　力

8ユ，　500

39，　600

13，300

5，380

4，　OOO

83，000　作用した。このことはすでに戦前より比重を低下しつ
31，000
　　　　っあった電解法による硫安生産を，一晴的ではあるが
49，000
、5，。。。　（終髄後より昭和25・26年頃まで）鋤・させる契機

2S，　eOO　をつくりだしたのである。

（註）日本統計研究所：資本　　　（3）価格政策……以上の設備資金，資材の重点供給

　蓄積と価格構造（上），93　　政策と並んで化学肥料部門における利潤を保証し，資

（5）渡辺徳二。大塚静義：現代日本産業講座IV，152（1959），岩波書店

（6）特殊物件とは連食軍擾収の旧軍事施設等の払下げになったものをさす
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本鰍を髄さ蝉作用課したの力欄蘇灘策一イ1鵬差禰金1臓であ・た・
　「価格差補給金」とは当時生麗者価格が消望量者L価格を大きく上回っていたため，採界

の維持が困難であった石炭，鉄鋼，非鉄金属，肥料及びソーダー一の基礎物資（安窺帯物

資）を中心として，政府が価格調整公団をつうじて公定価格と生鷹者但li格の差額を補贋

し，その採算を安定化せしめようとしたものである。

　とくに肥料工業の場合，当時の低物価政策の基11〔i【1をなした農産物価格を出菊5かぎり

低く抑えるために，これに準じて肥料の消費者価格もイ氏く決められていたから，雲際の

生産者価格との乖離が大きかった。そこで企業が被る損失は補給金として価格調整公ll｝1

によって補」眞されたのである。

　この補給金額が如何に彪大なものであったかは，第9表に見るとおりで，生産者価格に

第9罫ミ　耐巨安布［1林缶謡蝿…整宇甫給論E単佃li燦

改建年月日
　（期間）

【1召黍022．7

　　23，7

　　24，4

　　24。9

25，1ぴ　1～1。13

25．1．14｛♂2．28

　　25，3

　　25。4

　25．8

錨離㈱・綴費（B）

　　　門
7，442．00

18，800．00

】L7，833．00

21，227．00

21，227．00

21，175．00

21，175。00

19，662。00

公団解散

　　　円
1，648．90

3，934．01

3，934。01

2，818，00

2，818。00

2，818。00

2，818．00

2，863。00

裸消費者fl】li格

（A＋B）＝C

　　　円
9，090，90

22，734，01

21，767．00

24，045，00

24，045。00

23，993，00

23，993，00

22，525．00

灘蕎価格

　　　円
　7，060

　12，794

　12，794

　12，794

　15，352

　15，352

　17，272

　17，272

統制廃止

補給金1粍佃1

（C－D）國E

　　　円
2，030，90

9，940，01

8，973，01

11，25コL會OO

8，693，00

8，641．00

6，721，00

5，253．00

E／C　欝／A

e．tl　　　o〆
ノo　　　　　ノリ

2LI　　25
441　53
　i
411　　5⑪

47i　　53
　　

361　　41

9．　6［　　41

2sl　32
　　

23　　26
　i

　ヨ

（紬）　経済安建本部物価局：物価要覧（1959）

対する補給金の最商時のウエfト（24年9月一25葎1月）は53％oにも逮したのであ為n

この肥料工業に対する補給金額は22年から25年までに488億6干万円にも達し，鉄鋼，石

炭炭業についで第盗．1立に逮したのである。

　さらに肥料工業の場合に特記すべき点は，生産価格について，工場別価格乃至はク寧ル

ープ価格がとられたことである。すなわち，昭和22年7月より24年3月康では，高瓢ス

ト企業においても充分採算が引き合うようにと，生産者価格は個別価｛ご斉制が配慮された。

当時肥料企業間にはコスト差が二倍半以．1：も開らいていたといわれるから，この翻窺が

囎蝶の1蟹・発展にと・切f可獣き願献課したか銅牙・れ践しかL．．・・：の

翻度はドッジラインの施行された24年4月以降は，余りにも露骨な限界企業優先の佃i格

政策であったところから廃止となり，新たに3～5段階のグルー一プ価格制がとられ昂1こ

（7）価格藻補給金はとくに鉄鋼に翼点がおかれ，復金融資の石縦重点主義を審i禽完す篭｝形をと．，九．

⑧統制時における硫安生睦者価格をみると一一般に電解法工場において一」ストは低く，ガス誌ゴ癌

　業はコスト高であった。これは懸力料金がiYk時中より低料金制度を維持していたことによ箒。
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いたった。しかし，このグループ価格制も上位グル・・一プの工場にとっては充分採算の引

きAう価格制度であり，ただ僅か｝ご附：グループの1・1・・に赤字生産を余儀なくされて囎吝

する企業もあらわれた（例，東洋合成）。

　以上，ここでは戦後復興段階におけるでヒ学工i業の資本黙積の特徴を，その雄軸をなし

た化掌肥料部門を浮き1吾1多りにすることによって明らかにしようとした。この段階におい

て，価格麗補給金も含めて化単肥釈部門に投hドされた園家資金はおおよそ640｛慧円の巨

大な額にのぼった。これは化学工業部門1こおける独占企業が，一般にコンビナM一ト形態

をとり，生産は多部門に窯たがっていたことから考えれ、ば，肥料部llし1の復興はli可時に他

の支配部門の立直りにイr利に作用したとみることが出来よう。しかし何といってもその

復興の中心となったのは肥料部門で》戦弾1の化学工業生薩のピークをなした昭和15奪水

準を，肥料及びその源料」聖1礎部ll「1ではすでに昭和24・5年段階に圓復したのである。こ

れに比較して他都門茸丸いは化‘￥：III二業金体の生麗憶このノ民宝隼を脳復するのには眠ぼ昭和28

年象で待たねばならなかったのであるo

3．　第・一段階後半期（昭和24年・28年）

　傾斜紘礎方式を申心・とした岡寂独占資本主義の，重化挙工業に対する徹底した復興援

助政策の結果，照和24・5郎頃査でに一応1虫㌫資索の資本欝積の：ヒ台は築かれた。e”れ

を化学工業にっいて見るならば，復興の申心とな・）た硫安生産は，昭和24年に124万ト

ンと戦前最高水準のIL20一万トソ（昭和16年）を凌駕し，化学工業ではもっとも早いテン

ポで生塵を上昇させたのである。’

　しかしこれは，我岡の化学工業の復興の基軸に肥料部門が1居えられたことに二よって，

再び戦前型に近い無機化学部門に片寄った構造をつくりあげた。このような舗崎な構造

は，その後久しく閉されていた欧米諸国の進んだ技術の導λと，戦後爆発的な勢いで

展開された技術革新による新興産業の興隆の動向によって，急速に憂並され有機化学部

門中心の構成へと移行するのであるが，さしあたってこの第一段階の後半期における化

学工業の焦点は，園内市場を上廻る生産量を示しつつあoた肥料部門を合理化によoて

コスト・ガウンし，これを国際市場へ売込むという，いわば肥料工業の合理化，「近代

化」問題と，同時に朝鮮戦争前後より国内でも生産の開始された合成繊維，合戒樹脂製

晶の原料としての新しい有機合成品を中心として，「生産の多角化」を如何におし進め

るかの閥題にしぼられた感がある。そしてこの両者の問題が結合して，化学工i業内部に

おいて，無機化学部門から有機化学部門への資本の重点移動が本格的に打ち幽されるの

は第二段階からといってよいであろう。

　さて，勉大な園家資金とインフレr－・ションを中心とした独占資本本位の復興方式は，

占領下における国際経済からの孤立した状況においてのみ可能なものであった。この期

間における米ソの対立を基軸とした占領軍政策の急激なる転換によって，H本資本主義

はアジァの反共同盟国としての役割を担って，世界経済のr－，環にくみ入れられることと

なった。
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　この結果，圏家独占による保護育成の温室で培養されつつあった重化学コニ業も，ドtV

ジライン，単一為替レー一ト等を契機として，国際競争の冷い風爾の中に身をさらさねば

ならなくなったのである。まず復金融資の停止，価格霊補給金の削減によって，国家財政

による独占企業に対する彪大な資金供給は，次第に縮少の傾向にあったが，しかしドッ

ジラインへの転換によって即座にこれらの園家独占資本の援助がXトップされた訳では

ない。しかし，第10喪にみるとおり，ほビドッジライン以後ll嫁財政支lll金は，’i，1，1：力・

第10表　戦後民間産業｝こ対する財政支出金（1，i．iil｝iE資本）　（％）

鉱業 腿石金属 内鉄
鋼

機械　内造

器具船
繊維

鱗｛（・ili］w渤
炎通

内海
運

1946年

1947

1948

1949

1950

1951

1952

16，7

47．5

30．1

14．6

8．2

5．5

4．4

14．2

44．3

28，1

14．6

8．1

3．9

3．3

O．7

0，7

2，9

5，6

2．9

5．9

7，2

0．4

2．5

5．5

2，9

5．3

6．1．

゜・駐4°・　　　2
1．6　0．3

2，7　0．3

0．3　　0

0．2　　0

1．3　0．6

3，5　1，2

1．0

2，4

5．7

0．8

2．3

1．0

1。7

32，6　15，0　　2，8

12量1，　8．1　　9，5

6，8　2．7　22。3

6．5　　4．2　38冒5

1．7　　0．8　34，3

3．2　 0．8　28層7

4．2　 1．1　33。5

2．2

7．1

13．1

32．1

44．4

34．3

22，4

提林　その
水産　臨

1，1

5，9

12，1

31．5

44，3

32，6

20．2

33，3　9，1

1コ，9　7．1

3，8Z2．4

0，3　1，2

1，5　4，4

16，5　3．5

20，2　2．8

rr計

1Qo

lOQ

100

100

10｛1

1⑪〔〕

100

（註）（1）1946年度機llllは，復興金融公庫，製垢蓬：粟補助金。

　　（2）1947年度機関は，復興金融公鵬船捌ll公団，澱業復興公団，製駆奨補助金。

　　（3）1948年度機関は，復興金融公）iti，船舶公聞。

　　（，1）1949年度，1950年度機関は，見返資金，復興金融公庫。

　　（5）1951年度機関は，日本開発銀行，見返資金，農林漁粟資金，資金運用部，復興魚融鼓

　　　庫。
　　（6）1952年度機関は，Ilj本開発銀行，見返資金，見返継承分g催林漁摸資藏，資金藻用離｝
　　　　日擁訂資擁～ご温三珪墜轟簿1坐W，　57（1954）

海運に申心をおいた。つまりこれ1ま，利潤率こそ低いが，当画のll体の総独占にとべご

不可欠の基礎麗業に窺点的に投下され，鉄鋼，化単工業の如く，インフレの収凍，戦後

の復興によって正常な企業利潤の獲得が可能となった部門では，その後の脅理化樵資綜

国家資金に依存する度禽を低め，これに代わって興銀，長銀，都市銀行等の民聞鰯1｛賢嶽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）
土台として資本蓄積を強化する方武がとられたのである。この点については，のちに改

めて化学工業に関して呉休的に検討するとして，同時にかかる再生産軌滋にの｝｝はじめ

た重化学工粟を中心とした独占休が，外部からの融資等による蓄積の強化ばかりでなく，

利潤として獲得したものを積極的に内部留保し，含理化，「近代化」投資に振り向ける

ための一連の具体的な借鼠を，国家独占によって保証させたことに注団する必要ヵ、あろ

う。このような独占資本の内部蓄積の補強手段として，　「シャウプ税制」　（昭和筋年1怯

降）　「企叢禽理化促進法」　（昭和27年）をその代表として挙げることが出来よう。

　企業合理化促進法は，「技術の向上及び重要崖業の機械設備の急速な近代fヒな盤進すゐ

〈9）　項；1｛原茂縞講：現flこロヌトこal）彊i丼虹詰不責，　60－－61（1961），　東メこliUt艇会
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こと並びに原材料及び動力の原単位の改善を指導奨励すること等によって企業の合理化

を促進し，も・，て我圏経済の肉立達成に資する」ことを団的として（企業合理化促進法

第一条），①技術研究二喋化試験に対す繍1拗金交付，i鮪撫霞設備の貸与（第三条）・

試験研究用機械設備舗切短期償却（第四条），固定資産税の減税（第狐条）②近代1！内機

械設備等の特別償却（初年度二ニニ分の一償去p，償却不足の繰越　第六条），國定賢盧率1色の

減免（第七条），さらに③園玄たは地方公共団休による道路，港湾施設または漁港施貢窒

等の産業関連施設の整備（第入条），その他原単位の改善等（第九，十，十一一一条）を内

容とするもので，その骨子をなす最も重要な規定は，指箆重要産業の近代的機械設備に
ついての、初鞍二分の一一｛Xi’却であ鍔なお，これと髄なS一のが聯126年己証の羽1㈱

別措置：法にもとつく近代化機械のIL．L年1網三割償却である。

　以上の特別償却｛糊変は園定資産の減ilili償却を加速化し，投下資本の回収を急速化する

と同時に，法人課税の繰延べと圃竃資産税の免税と結びつくことによって企業の資木薔

積の櫨粁として友きな役割を果した。

　以上と並んで企業に対する曲二接的な租税’1　tt・の資本蓄積対策として，昭和25年にはじま

・）た「シャウプ税制己父革」が挙げられる。この税制特別措撒も5虫占燦本を中心とする特

定の重点的。傾斜ll勺滅税（ないし免税）によって，かれらの資本蓄積の促進を回的とし

たもので，その内容はすでに挙げた特別償却lit・ll度のほか，貸倒準備金（II召和25イi三），価

格変動準備金，渇水蜘i臨違約損央引当金（聯127年），異学脆険引齢一1側損失

準備金（昭和£8年）等の各種準備金，引当金制度であり，さらには藺二搬的租税減免であ

・た。敷三次にわた・て実方芭された「資齢評価」も渤乱塑1こ獲得した利潤を鎌

に内部留保する，ヒで重要なテロとなったことも忘れてはならない。第11表にみるように

25年度以降，税制改革によって実質的に内音1噛積される免税所得，準備金，引当金1ま年

々顕著な勢いで増加しつつあったのである。

　以上，戦後における国家独占資本主義によって準備された，企業の内部蓄積の横秤と

しての諸制度は，いずれも企業の資本蓄積を促進する上で大きな役割を果した。とくに

これらの諸制度が実際上有効な役割を果したのは，朝鮮動乱のもたらした特需プー・ムと

輸幽の増進による，独占資本の巨額の利潤獲褐の時期以後である。そこで次にこの期に

おける化学工業の態様を，蓄積の動向と関連づけて具体的に検討してみることにしよう。

　まず我国化学工業の中心的位置を占めていた硫安部門では，25年当時すでに生産蚤は

国内需要に追いつき，従来の供給不足の状態は全く解消するにいたった。したがってこ

れ以上生麗を拡大すれば当然内需貴をオーバーするために，どうしても璽点は轍」憧の
拡火にかけねばならなかった賦これまでの国家の手厚い保護育成に馴らされてきた團

内独占企業にとって，技術水準が高くかつ規模の巨大な国際肥料独占と対抗して，国際市

場に進出することはきわめて難問題であった。しかも25年7月には肥料公団の廃止，補

給金の撒廃が行われたのであるから，その行手はますます厳しいものとなったのである。

（1Φ　野口祐綿著：前掲書，195（1964），律i】茶の水書房

01）野rl祐編：現代独t！’iと合理化の構造，127－128（1962），御茶の水書房

（切　相原茂綿；前掲霊塁：，393－394（1961），東大出lt反会
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第11表　免税所得の額及び潭i備金・引当金の増加こ1犬況　　　（単位100万1’i－1）

区　　分　臨訓26鞍瞬度

1｛総総1撚
　　　　　　註1・

貸　　倒　　準　　備　　金

佃i格　変　動　準　備　金

退　職　給　与　引　当　金

特　別　修　繕　弓1　当　金

輸　出　損　失　準　催1　．金

渇　　水　　準　　備　　金

逮約損失補償金準備金
異　常　危　険　準　備　金

　　　　計

1，　027

1，　027

11，　152

22

1工，174

3，628

3，628

8，161

　180

　713

9，504

7，348

7，348

14，501

7，409

41，761

　936

4，600

　150

69，357

28年剛29年度・・年度累ll1・額

1，379

10，129

11，508

19，　933

28，　383

36，183

　299

　121
4，　044

　693
11，350

101，　OO6

4，　004

10，748

3，021

17，773

26，297

38，682

37，　281

　778

　278
3，105

　447
3，　735

110，603

8，269　　13，652

14，242　47，122

10，762　　13，983

33，473　　74，757

17，274ト97，318

34，7。，，1、。W8

43，292　158，697

　551　　　3，299

　216　　　615

4，758、　16，607
・3gl・，・・9

2，828ト　コ7，911，

104，：L62　405，356

＝＿童　　・・L－12，麹一12・　6821・6・・。…2・　S141塑二37鉦i塾随轡

（融）　臨時税制iu；em1，．f．会「臨時税｛li1】調盗会答rll」による。

　しかしこうした困難の時期も，朝鮮動乱の勃発によ・：，て9　・一　paッパ硫安独lli体のノ・シ

ア両け輪出が困難となり，一・転して海外市況は我li到硫安二L・裳にとv　’）て’官利に作用す姉こ

ととなった。かくして我繍の肥料工業は輸出産業としての1性格を強め，ここに磁額の翔

潤獲得が可能とな・，たのである。勿論，この聞の収益は先根述べた諸ll，ll度を学：1にL，て

内部留保され，次に来たるべき脅理化のための設備賢金として準備されたのである。

　なお，朝鮮動乱によって直接的鷺響を受けたのは肥料部門であったとはいえ，犠霜ヅ

ームによ・：）て活況に湧いた部門はソ・…ダ，硫酸の基礎部門であり，さらには油脂製品，

合成樹脂及び可塑物，有機合成等の有機化学部門であ・：）た。とくに有機部門け，戦鷹ゆ

肥料を中心とした無機部門の復興，発展と対照的に，遅々として生1産の画復がおくれて

いたのであったが，朝鮮戦争を契機として急速に生産の上昇をみるにいたった。acうし

た新しい有機工業部門の成長の要因となo．たものは，園民生活の肉上に伴なう酒蟄生趨

の立直りを背景に，本格的1こ生塵開始をみた塩化ビニール，尿素櫛胤酷酸ピ訊剛曙；

の覇合成樹脂製品の長1槻であり，また繊維資本の化学化を背禦とした奮成繊維．1囎の発

展であった。

　同時にこれら合成樹脂・合威繊維工業の開発及びその原糧の生巌化を技術1蹴二可艦こ

したものが，昭和25年の外資法の制楚であった。肖時，外資法をフルに活用した代撮的

聯1として凍洋レーヨンのナで…ン竺臆化に際してのアメリかデ球蹴との轍l
I’1旬な技術提携が挙げられよう。第1駿にみるとおり，この期において，化学繊総も禽

めて化学工業における技術導入件数はきわめて多数にのぼり，昭和25年の技伽：襟入対輔

支払金額1醗雇蝶櫛騰鵡釜額31億5干万1－tJにくらべ，1蠣9刊∫1・1と～雛を、・帥で、・



N°・　43　　　　　　池田正孝　　　　　　　75
　　第12表麟技僻入件数　　たので魂なおさきの糊償鱗・桝1心と
　　　　　　　　　（昭和24～鷺）　した鎌合理イヒ髄灘この海轍術nc一入

　業種別kti，数1％　を繍勺たらしめる上でも醸な役　謝口っ

紡　　　　　　織
化　　学　　工　　業

　イヒ　　学　　繊　　維

　有r機・無機薬品

　その他イヒ学工業

　1驚薬品および濃i薬

石油製品製造…漿
ガラス求，よび一ヒ不『

金属および金’萬製1粘

電　　気　　機　　器

その他の機1戒器具
’t

て　　　の　　　他

合　　　　　　計

㈱）i麟省：1蹴麹’1賊朧　う・た蜘鰍鮒・させたものがll㈱争

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ激化による園内硫安音ll門の停滞であった。

　昭和26年から27年にかレナての朝職髄めぐる国際1醐の変化に伴って，アメリカを

申心とし繊鰹済欄｝ま磯の再織を余髄くされ識蔭iにおいて繊略物資鮒
け停嶋を契機として働乱ブ弘の反動期がおとずれるにいた。た．かくて繊維，新

三品（油脂，ゴム，麟）暴落にはじまる紛恐慌の湯導化，海外丁陽におけ姻1；祭f儲

の低落等を背禦として，我国独占資本にとって改めて禽灘化，「近代化」投資をつうじ

て労働の生産1盤向上させ・圏騰争力を強化するブヲ向が，以前にも増してドラスチ。

クな形で要請されるにいたったのである。　、

国際硫安独占も潮鮮戦争力醤終結する輔び一斉にアジア了賜をめざして輸出競争に

のりだした。国内硫安工業はこれまでの好況期に年々急ピッチで生産能力を増加させた

ため，27年には25年の生産量の約四割を増産するほどであった。しかしこの間コスト・

ダゥンにつながる合理化投蜘ま殆んど進められていなかったから，1鯛鞍販売価格は

園際価格にくらべてはるかに上廻わり，ために27年末には大貴の在庫を生じるにいたっ

た。そこで硫安企業はこの蒲大な在庫解消とアジア硫安市場の防衛のため，国内価格は

そのまま据罎き，輸出価格だげ碧出血価格にまでダンピソグする，いわゆる　　　　：．Wt価格制

度を強行するにいたった（たとえば27年9月期のi颯内価格は10貫当り880円であったの

に対して，インド向輸出価格は660円で，その差額は220円にも達したのであった。）。

以上の肥料独鹸本の圏内消費者農民層を無視した1酪操作レま濃細1樺からの強

い反撃を受け，霞大な政治問題とfヒしデζ。この過程で具体化されたのが，「硫安工業合理

化及び硫安輸出調整臨時措置法」。「臨時肥料需給安定法」のいわゆる肥料二二法であった

33　　5．3　ていた点にも注意すべきであろう。

133　21．5　　以」二朝鮮動乱による特需，輸出の急増は，

　9　　1．5　無機化学，有機化学両部門にわたって化学独
61 @9・9・鵬木の超過利ll，，IJの獲得を可能ならしめ，こ

lll：1れ胸榴保さ測・業の内音購を高疏．

20　　3．2　この際，度々繰返えすように，強蓄積のテ

11　　1．8　コとしてシャウプ勧告以来の税制特別描罎，

58　9．4企業合理化促進量去，餓餉1評価等瞬皆制度が

134　　21．6　　フルに活用されたことは蓉うまでもない。そ
144 @23・3　　してこれら内部苗積資金をもとにして，化学

・ll遇縫糠野雛器憂驚璽奪

⑱　相原茂編：前掲書，344（1961），東大出版会



　　76　　　轍纈にお騰化牝撒本の琳齢1とそのビへ，ビァ　　N、；：43

　　　（昭和29年6月成立）。

　　　　囎鞭料翻錠法」は政府が肥料備糊珂整のため毎肥料鞭押，縮1画を惣，，

　　ること，醐の聯i販売1颪酪を統制して価格の安定化をはかる・と姓な僻．としてお

　　り諒た「硫安二喋鋼1化及び硫安1・命出灘臨嗣齪と法」では諭，II，を1林硫安輸順

　　褥1翻シンジケートに図・化し洛・の・一かに相応した輸出糊を行い，1．舳佃i

　　格と1舳酪との差撫酬会祉嘲．」・げす硝齢とられ留．1司、瞭この法瞭1際　勺

　　に舗嫡安を翻｛イヒ顯にょ・て＝7，ト・効・し，，轍職靴して献弓靴す砒

　　め・難融資・税制」・の優遇策をはかることが曙己されていた。

　　　以」1からも鵬か臆うにn巴料・・法は談酌に1まともあれ，纐隙剛餅櫛蠕資

　　本襯：の醗であい紅酊1・納の消賭眠を糊にして二酬i　各髄繍し，倒ll

　　に墜の援厩騰によ異鋼1化撒を遂行い丘1力な欄藤とば伽、裳は鷲
　　いつ狙いがこめられていたの・幡る。

　　　かくして脚に二法゜）・」・k・：・・　buと対応して一㈱28年5月にはrl鞍拙イヒ11直ケ欄・画」が

　　懸され・樹脚糊i　柵嫡り65ドルから5・ド・・に一挙に弓隅ず靴めの轍礫の

　　で碧あげることにして・硫安の1禽鵬・蘭な輸肋・け・レ・沖ジケート燃盤と

　　し姻「肺場の魂のll儲難と輸II・賭｝糊靴によ，て，鋼・韓購の鰍醐を
　　確保し・靴アメり謝外援蝋金の撒によるイ・ド，…・イリ｝e・・鞘峨嚇は

　　・てド軸舳で鵬るが一1・鞍射る・と粥能とな。鯉。しかし，化戦鞭体の観

　　点からみるな蝋すでに僻，肥糊職臨学トラストにと。て琳薔積卿枢として

　　の地髄蛛しつつあ・た・とを鰍づ『る．した施て＝yビが彫態躰質と掲

織雛誌蝋巖欝鵬翻識篇蚕駕罰
　　を進めるかが当面の焦点となった訳である。

　　　　　　　　　　　　　4・第二段階（昭和29年一33年）

eq

@段階における日本鮎琳の琳鰍翻の展隙，まず昭禾・29年の紛恐榊
趣とその鯉ではじま・た堺顯の」・賜剛・よ・て恢られたのである．。のよ

　　っ醐内と海外の了襯の格差磁慧礎にして，独讃本はいわゆる「輸出顯」をつくりだ

　　レ歎な利潤の囎と外貨・・翻によ・て，その後展肌ゾ・重環糊榊心とする

大幅姻麟本硬新と撚の謙としたのである．かくして「鰍1暴気」蹴．欄・1
　を中心とし辞じ齢醐内了腸の拡大による好況い1・ゆる投資ヅ・一一　x，　＝　r蠕撤て」

　を現出させた。

a4野口祐：化学経済5月号；73（1960）

〈is蜘祐・化栄経済同腸；72（1960）
aa野「・i祐編・肖1醐書，149（1962）御茶の水1筋｝
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　この馴以降における日本資本主義の設備の更新，拡張投資がいかに徹底したものであ

ったかは，次の瓢つの表が明らかにしていよう。すなわち第13i漫はこれfkでの再建復興

とイソフレの経過的な蓄積過程を脱した独占資本が，昭和30年以降，贅本蕎積の本来的

髄にの・て歎な設伯1椴資を開始した職勧≒している．これによれば我国の設備投

資は32年から33年にカ・けての「デフレ恐慌」期に若干の鈍イヒをみせた以外は，きわめて

型墜第14表間講欝・る・民鎌1諜鞭

年度澱灘餐塘　圏　別

30　　　100．0　　　　アメリカ

31　　　　　159．2　　　　　　　イギリス

32　　　　　198。2　　　　　　　フランス

33　　　　　208．4　　　　　　　i匹iドィッ

34　　 269．7　　　　イタリー－

35　　　360．2　　　　日　　本

期　　　聞

（エ955－60）

（1953－一一58）

（　〃　）

（　〃　）

（　〃　）

（1955－60）

禦難勒醐翫西独…ン
一一一一

@　ス・イタリー≦窪西区欠言矧尉と」’ヒ

1°2

ｿても澗題にな籾議ほど
1ユユ

155　　にナ曽力IP郵力郊寄丸’・ことは，舞∫14

151　　喪によってみるとおりである。

142　　　　1i召禾ll30惹1三力、ら35向乱ウこし・ゾこる5

360　　ヶ年聞の設備投資の増加癩は，

　（註）経済企画庁：経済白崔K1960）　　　　　　　　　　　年平均にな二捨すと29％で，こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れを基礎として，年平均10％
の経済成長癩が生みだされたのである。

　しかもこの29％の設備投資の増加率は，巨火独占企業から零細企業にいたる寵での各

層の企業における灘搬資の∫酌であ・て，その実態をよ狽体1陳とらえれば次の様

な事実がはっきりするのである。すなわち，昭和34年における設備投資の企粟規模内訳

をみると，設備投資総額の約85％は資本金1億円以上の企業であり，資本金1億円以上の

企業数は1705社で，我国の総企業数43万のうち僅かO．4％oを満すにすぎないのであ9il）

こうしてみるならば日本経済の高度成長，世pm－一の設備投資の増加率といわれる事実も，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　りきわめて少数の独占資ホの強蓄積のかくれみの的表現にすぎないことを物語っていると

いえよう。

　以上の如き資本蓄積の不均等性は，同じ独占資本の内部でも各塵業部門によっても明

瞭にとらえることができる（第15表）。このうち鉄鋼，石油精製，電力業の基礎産業部門

は投資規模の絶対額においても，増加率においてもきわめて大きいことが示される。さ

らに，自動車，電気機械，電子工業，石油化学等の新興産業部門もこれにつぐ規模と増加

率を示している。これらの部門は第二段階においては必ずしもその主流を占めてはいな

いが，次の第三段階に入って急速に比重を高めていく点が特徴的である。

　以上の成長部門にくらべて，硫安・石炭あるいはその他の業種に含められる海運等の

諸部門は，はっきりと停滞の傾向をみせており，さらに投資内容も，生産力の拡充より

もコスト引下げのための合理化投資（この場合生産の絶対董の増大は抑制される）に重

点がおかれていたのである。

㈲　野1：1祐編：前掲書，153（1962），御茶の水書房



78　　　　　　　戦後我国における化学工業賛本の資本薔積とそのピヘィピア　　　　　No・43

第15表　ゴ三要灘業の設備投資実績と計画（通襟省所管薦業分）　　（単位：億円）

羅　　　　力

石　　　　炭

鉄　　　　鋼

不1油　楕　製

不｛油　イヒ　螺：

硫　　　　安
’fli・1震　＊戯　赤錐

肉　動　東
7匡　気　機　窄成

itt　子　：【二業

1戴　パ　 イ　プ

セ　メ　ン　ト

1こ1、1二12業1種計

その他層i黙1亟1汁

イi・　　　　　i汁

昭　　和

32年度

2，366

　277

　998

　371

　240

　167

　209

　214

　237

　98
　328

　212

5，717

i，889

7，606

33年度

2，813

　301

1，039

　274

　234

　173

　209

　203

　311

　85
　189

　148
6，379

1，098

7，477

34蒋三度

2，　254

　259

1，520

　343

　276

　168

　292

　339

　385

　219

　349

　198
6，601，

2，　033

8，634

35年度

3，002

　296
2，　343

　664

　386

　220

　276

　812

　558

　453

　522

　332
9，865

3，405

】3，270

，一＿＿里＿，一蕪一＿＿璽＿．＿

当初計τ・珂i修」1三’tl・1・画ttt

3，713

　333
3，046

1，109

1，169

　266

　347
1，159

　829

　458

　680

　401
13，510

4，438

17，948

3，704

　333
2，894

1，016

　81．1

　223
　341．

1、，〔｝39

　754

　458
　6L）4

　388
12，585

3，994

1G，｛S．　79

（li，iJ，1．）　通産省，騰業合・理化審識会資料による価

次に，以上みたこの段1紫の資木の強蓄積を支えた剣’トについて肝：糠翻」Uえて駄

う．すでに鰍階におい・（瀬liされ畑嫁91k占淋：議の淋蕾票貞の翻鰍伽鼠・二磁

階で｝認す綱盤儘iされ，その威力醗揮したこと｝まいう瓢もない翼巌譲耀・・1嫁

独占による新らた7a／1撒投資形態たる開発銀行，長期簡繊御曝石翻徽脚噺興の15…｝

発麗業等における設備投資に対して重点的に資金投下なそ学ウた。さらにこの時期1こおけ

る資本の有機的構成の高度化にともなt）て促進された労働の生慈揃生向上によ為料i対1駒剰

余価臓生澱，これとからみあって強制される労働密度の強化鵠；によ塗5絶対的剰傘11｛li繊の

収恋，…需で要約するなら砕燃販の強化によ繊本娚責懲積洲腿されたの“磁備が叫

のようにして獲得された独占利潤のうちから，すでに前殿階でとり涕｝1デた特別償却捌蹴，

諸引当金，準備翻i1陵等によって，配齢llに充当する灘脳玄嚇’粉劔胴批』礁

除し，利益：金の過小表淋によって配当の抑制と租税の軽減崔達成し，1司i！寺に靖こか嶋誠

内留保分を確保するという操で乍がおこなわれたのである。

　このような肉己金融方式は，この段階における設備投資を支える・…ゐ◆の掃三てあ・’sブニガ；・

岡時に他方では四我後における企業の自己資金の底の浅祉株武市場のΨ博しい立脳縫

カヴァewするため，産業資金の調達源泉に占める銀行費金の比1！宜ほ飛躍的な増大賃避喝駄

のであ翫とりわけ第：穀機砦に入って，旧財閥系巨大銀行は一q方で｝灘i銀・1輔購む1麗

家資金を融贅補｛完とし，他方では地方銀行・網刃：銀行をはじめとすゐ多数融激融餐曼鞠噺

傘下に従属しつつ巌業資金調遠機孝樽の中枢に簾し，重化’「．］　：：II：二粟を中心とナ妄5重敷：騰葉部

門での独占的企業と費金1杓結合を深め，次第にそれらの企業との融脅。癒着1粥織巴怒強め



　No．43
　　　　　　　　　　　　　　　　　　池　田　正孝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　ロ　　　　　　　　　ttソツズノレソ

蜘6表鞭醜戦業・・　i￥j劇脇）　，　、　、

29

30

31

32

33

無機化　・ζ　有機1

59．0　　37。7　　41．0

56．5　　36．1　　43，5

一：一　　第陳繊の三腰化撫重灘f搬の繊

錠r口　　El’可　　　一
3．78．3　肥噛料39・629・226．21
3．99．3　カhバイド　0・93・23。5

54・534．045．54．411．1　ソinグ10・312・89．4
52・332．247．74．8、3．9　有｛鮪成7・・5。】9．・
52・834，247．25。212．9　合戒樹脂10・416．79．4

31．2　 28．9

1．9　　0，8

4．3　　6．6

6．5　10．5

3。5　　5．9

㈹騨蝶触齢雛1・・とし　その　　　゜’・9・2酪部門の指数。　　　　＿　他21・418・98・57．48，1

撫繊欄」348（1961）一

⑱！i｝締・繍：・・」lu代・綴散下，・8（1965），御痛水葡
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事実は，我園の化学工叢が石油化1学を中心に全而的に再編成されつつあることを示すも

ので，つまり，我国の化学工業の賢木黙積が石炭コンピナ・…トから石油化栄コンビナr・

トへ重点移行する過程を示している。だが石油化学二：1二業が，現婁に衡蒸力化して威力を

発揮するのは，次の第三三段階であるので，これについては次節で詳説することとして，

ここでは耐己安部ll「ja．）奮1…11！IL｝こ焦点をしぼることにしよう。

　第黒段階に入って，当而化学工叢において中心的な課題とな・ったのが，硫安国際fl蹴許

の急落に伴なう国内硫安工叢の合理化の問題であ・・）た。昭和28年に成立を・アみた，硫安の

国内価格をトン漁り65ドルから50ドル廠で引畠ドげるための「第一次硫安合理化7t，tlケ年計
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（l9）画」の内容は，ぼぼ次のようなものであ．・v／．’・。

　（1）生薦規模はII（Ji和33年末には31il］V　9干トンとする（28年にくらべて約1割増力ll）。

　（2）　合」：iutヒ内容及びコストbt　1’下げは斜要18：提に示すとネ3りであるm

　（3）　石炭・電力射策　　石炭一”スト引下げG東

　　料馳6％一般炭1砺と1正込み，硫安コス　第18表鰍：礫合瑚幽燃

ト・665「・剛「下げ），電ブ」鰍締1から撒　　　　1り櫻酬精剛

炭ないし羅ブ劇…欄・枇て生藍。たが識　k：＿ヨ㌧。＿＿＿t．，t、

後における蝦価il脚糊肖の撒硫安の㈲ i蝉㌫（蹴のfヒa捨魂

生産コストを割高にした。そこで，この間題解

決のためには何よりもアンモ　：ア・含成に必要な水素溺1を，石炭（乃翌電力）以外に求ib

る必要があったのである。これがガス源の転換で，新しい水索源としては重油・原油・

石炭化掌残ガス・COG・高炉ガス・罐気銑ガス・天燃ガス・炭坑ガス簿が黍げられるゆ

　ところで倉理化五力年計醐の前単期では，ガス源転換の合理化工審に着訴したのは燃

かに一部の企業にすぎなか・二）た。これは29年から30年にかけて硫安業界はいわゆる、三三1毒1

暴気によって強気となり，ロスト弓1下げの合理化工事よりも生産力の増大に霞点が駒か

れたためであった。この期のガス源転換の代表的なものとして，日本水素小名浜二［二場に

おけるコッパー・一　rA式微粉炭ガス化方武の採用があった。これは我園の新しい石炭化征1妻の

方向を示すものとして注閨されたが，同社が，原料である常盤炭を支配しておらず，そ

の炭価の高騰によって失敗に終った。その後30年に入って日薩化学。新日本鍛素・協和

醗酵噺鰍安醐ついで無iゆ甑ガス化斌（・ア。ザー式）を採肌繋。

　しかし硫安工業のガス源転換にとって，画期的な動きは31年以後の後半期にみられた。

⑯　中村忠一：日本の化t’k’：　．tンピナート，26－27（1962），東洋経済新報社

⑳　中村忠一：前掲書，29（1962），穣洋経済新報社

　　度向，上（電解法66％，ガス法95％）による980　　　　　、．

1’iil・a・）　＝ス晒指隣1鱗」佛よる磁灘諮襲雛

　　＝・；Kトア・プ437臨　　　　　　　台成糸繊、催駄
　以上の含遡化計醐において澱も璽要な問題と　　　精製系統の合理化

なったのは，第17表でも明らかなように，ガス　　　　J「’ネルギrv’nの開1骸

源松換と経常の多角化であ・・た。　　　　　　　硫酸工粟の合理化

従来鯛の硫安蝶は，合伽・モ岬拓　竺他の艘1化

百万円
7，594

7，187

2，974

　365

　926
1，937

　81．0

　ft’j

　661

　952

　484
　10（，

　145

　141

　94
2，577
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　それは日本瓦斯化’i｝’：に代表される天然ガスをガス源とするアンモニア合成工場の建設と

渤口圧ガス化の採月ヨ（別府化学，旭化成棄お三）である．ガス源咽休嚇・1から流体聯1へ

の1轍が’済に進行した系繰，伽　の轍帥，i・としたアンモニ刀二業。ン、，“ナー．1、は

次第に石油化学を中心とした総合白勺化学コンビナ～トへの転質の間題に接近していった

のである・「嚇に原料のガス源転換を中心とする合Pll化，「近代化」投資の脚llは，金融

機関に鰍な繊を依存づ『繍果となり，輌的な燃ガスへの轍にとも鱒東北肥
料の三菱化成傘下への吸収（34年），原油ガス化に伴う別府化挙の住友化学系列参加とい

っ棚小硫獺本の貝欄系資本への組み入れといった・臆力裁進行した。

　　ガス源転換とならんで硫安合現化計画の主嬰な方両として，経営多角化の問題が挙げ

　られる。経當の多角化は硫安部門内部の多角化，すなわち肥料形態の変璽閲題と，硫安

生産の比重を縮少して獅しい有機合戒化学部門の進出の闇題に分けることがで器る。

　前者の僻1形態の類1ま・従来肥料の主要部分をrli“　Mpていた硫獺造から，膝．∫鉦

安・硫燐安等の商度化成肥料の生産といった，いわゆる肥料生産の多様化の内窓を示す

ものである。その中で代表的な尿素は，アンモXアの生産過穣で生じる副“1ごil炭酸ガスを

利肌て製造するもので・硫［E°fdi．必要としないところから硫安蝶の1轍設備能力とア

ンモニア能力の不均衡を足正して合理化をはかることが可能である。しかも肥料として

の効輔をみるなら犠縢縢烈分が44・4％と説安の：・一・．｛ilS－」’ll，－1：である肋輸韻，

包糠の節紐なるし・禰他化・学的には中性であらゆる・膿・作物に鱗とい。た1蜘

効用をもっているのである。このような尿索肥料の肥料製醗、としての技術的優位憔から，

この技術の開発・一カーである荊三縞圧を中心として続々と本1・納姓齪開始された。

　（鎮洋高圧一東圧法，住友化学，日本瓦斯化学一C・C・C法，日産化学，協和醗酵，

宇部興産，三菱化成，別府化学一新ファウザ）一一法がこれである）。各工場別の尿索生巌能

力の推移は第19表のとおりである。

　この他・硫燐安・硫硝安とい・た高度イヒ成肥料の生産もはじめられ，アンモニア法ソ

ーダ工業の塩安生産とあいまって，縮少しつつある国内肥料市場を人為的に拡大しよう

とする勢力が各肥料企業によって一摺強化されたのである。この結果，箆20表のとおり

聯029年から34年までに硫安のウエ朴は全肥料生産中82．6％カ・ら59．・0％oへと急速に低

下し，代わって尿素。商度化成肥料等のウエイトが高められたのである。これを数貴的

にとらえるならば，旧設備のスクラップ化が新設備の拡張と併行して行われずに依然と

して稼動するといっ嬢態であ・たため，全肥料の生産は急ピ。チで増産され，聯035年

の肥料生醒は昭和29年当時の二欄の増大を示し，生産能力とll横市場との構造的ア

ンバランスは一層拡大されることとなったのであった。そこでこの矛盾を回避するため，

肥料独占資本は輸出市場を目指して努力が続けられたのであるが，世界的硫安供給の過

剰化傾向によってこれも頭打ちとなr）ている。とくに28年以来アンモニア系窒素肥料の

東南アジァ向け輸出は順調に拡大されてきたのが，アメリカ鉄鋼企業の多角化の産物と

して副塵硫安の東南アジアでのダンピング，或るいは32年以後の酉ドイツ・オランダ。

⑫1）　t目原茂編：倉旬手易毛璽：，　412　（1961），　策大tB，　ll反会

㈱　申村忠＿：前掲書，32（1962），東洋経済新報社
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痢9表尿索工場別生巌能力t｛k移　　　（単位・トソ／年）
sc＝一～～一＼　　・i三月日

　会社孟場蜜＿ここ一｝

東洋高圧　北海道
　　”　　　千　　i襲

昭和礪工‘川　　崎
日　東化学　横　　浜

日本瓦斯化’緊　新潟第二

東洋瓦斯　新　　潟
日　産化栄　密　　山

別府化学　別　　府
掌部興産　宇　　部
協和醸酵　宇　　部

住友化掌　新屠浜
三菱化成　黒　　ll崎

東洋高ノ［1　大牟田

1野美7号ξ）1辱　1301，1・4」’11旧

56，000

15，000

18，000

Z8，600

30，　OOO

86，　OOO

15，　OOO

18，　OOO

36，000

45，　OOO

「　　1　「

31イド4月1日

86，000

30，000

15，　OOO

39，　800

42，300

19，100

64，　OOO

・・年4月・・133・剛・「・

86，000

35，000

24，000

2「），　OOO

39，800

25，000

42，800

44，000

74，　OOO

89，200

（59，000）

35，000

24，000

25，⑪00

41，　OOO

39，800

35，000

44，　OOO

£5，000

60，　OOO

82，000

80，　OOO

合　一一一辿　12塑三86・…．296・…1395…δ”「ぐ籔1115旧

（註）o内剛梱133年7月1日より稼酬呈讐榊糊酬要覧より。

第20表アンモユア系窒索肥料の看購i別生産

硫　安膿成叢％

尿　素膿成盤％

献成肥料 o難％

堰　安｛鍍成賠

・肖費の他 o難％

　　　　言し

1昭和2呵30イ引3・！，ll

82。6

2，100

12．3

　312

　1，4

　35
　2．4

　61
　1．2

　30
2，538

77．2

2，218

16，1

　462

　2．5

　92
　2，8

　79
　1．4

　40
2，871

72．1

2，385

19．7

　650

　3．3

　110

1　　3．7

　122

　1．2

　39
3，　306

・・年1・・年3・年1・・…（計醐）

68．1

2，　563

22，3

　839

　3．8

・144

　4．4

　167

　1．4

63．2

2，744

28，0

1，215

　4，0

　175

　3，7

　160

　1．1

　52　　　48
3，765　　　4，342

59．0

2，396

28，8

1，171

　5，3

　216

　5，5

　222

　1，4

　57
4，062

53，9

2昂517

30．2

1，410

　6．7

　313

　7．7

　360

　1．5

　73
4，673

（註）　　「でヒ学経済」　4月・号　（1961）　よりo

ベルギー“イN’vア簿の化戦業の・東南アジアへの硫安輸出の｛腿と島・。蹴鮒、制

の激化の事態に酬して・徽二・二業購1鋤な過轍備昏・悩まねばな臆か簸。

かくして昭和32－33年を1撮機として骸工業のX／1ラ・プ産業化の侮｛向がよりは誌

りするにつれて，従来硫安生産を中心に休系化されていた我国の化学独占資本は，ます

ます強い鯛をも・て肥料工業をはなれて新規細に向けての多角化を獅ることとな

⑫3　野口権：化学経済5月号；72（1963）



N。・43　　　　　　　池田正孝　　　　　　　　83

ったのであった。これが第二の経営の多角化の主な理由である。

　この肥料生産から肥料生産以外の新規部門への進出は，主として合成樹脂・合成繊維

及びこれらの霊要原料の生産に璽点がおかれた。たとえば合成樹脂では，東洋高圧の尿

聯鮨・ポリエステル棚旨・アルキツ隅脂をはじめとして郷類の合成樹脂を硫安工

業九社が生産しておる・こうした過程で石油系合成樹脂生産へと拡大し，住友化学昭

和電工のポリエチレン，日産化学のポリプロピレン生産が開始されたのであ6。合成繊

維では東洋商圧の尿素繊維・旭化成のアクリpa・＝トリル繊維・三菱化成の新合成繊維ポ

リジンの三三繊維が生産された。

　しかし硫安企業にとっての本命は含成繊維原料の生産である。東洋レーヨンのナイロ

ンの中闇騨1カブ・ラクタムは東亜合成によ・て，1≡体レー・ンのナ仲ソへの供給は

宇部興産で諒たアf／・・J　…‘＝トリルカ宝アクリル系繊維ラ。シユの波に・）って鮮高圧，

E凍化学，三菱化成湘三友化挙，日本瓦斯化学等のアンモ＝ア餅i：で企業化された．住

友化学も硫安合理化の一環としてカプロラクタム製造を計画し，帝人，呉羽紡，旭化成

の三三社とカブPラクタム供給について基本的な話し合いが成立した。またビニロン原料

のポリビ＝・一一ルアルコールは昭和電工が生藍し倉敷レーヨンへ供給，塩化ビ＝リデン原

料の靴ピニー・は細蝿藩が旭妨（サ・ン），昭縄エカ・翻化成（・・一・

ン）にそれぞれ供給している。

　こうして従来はもっぱら硫安生産にしぼられていたアンモ＝ア工業も，この段階に入

っての硫安合理化計面の進行とともlc　，あらゆるアソモユア系誘導品の開発，あるいは

アンモニア系誘導品生産に関係のない合成樹脂，禽成繊維及びそれらの原料生産にのり

だした。こうした経営の多角化の過程でアンモ＝アのガス源として，或いは合成繊維，

合成樹脂の原料として石油工業ないし天然ガス化学と密接な関連を生じた。そこでは単

にアンモニアガス源として石油廃ガスを利用するといった部分的な石油化学工業への進

禺のワクをこえて，むしろ総合的な石油化学工業の一一環としてのアンモニア工業を考え

るといった方向がつよめられていったのである。

　ところで硫安工業の経営の多角化政策は現実に個別企業をどのように変貌させたので

あろうか。これはまず肥料専業メー一カーとコンビナート形態をとった綜合化学メーカー

（兼業メーカー）との相違が見出される。まず第21表によって肥料専業メーカー6社と

硫安製造全社との売上高推移を対比してみると，ここでは29年から33年までに硫安全社

が硫安の売上高比重を61％から48％まで低下させているが尿素，化成肥料の比率は商め

られて全体として肥料の比重は高く，32年においても78％の高さを維持している。これ

にくらべると硫安全祉では全体に占める肥料の比重ははるかに小さく，29年から33年の

間に47％から38％までは縮少させ，硫安の比重は32年には19％にすぎない。そして肥料

以外の生産ともなると62％に達し，完全に肥料生産は従属的地位に転落している。第22

表は肥料専業メー一カーと兼業メーカP・の多角経営の内容を示したものであるが，専業メ

ーカーの多角化が部分的であるのに対し，兼業メーカーにおける多角経営はパライェテ

¢φ　相原茂編：前掲書，425（1961），策大出版会
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第21蓑　　1礁安会案ヒ売上1嶽1の輩億石多　　　　　　　　　　　　　　（．llfL　f、k100フ∫1コ1）

29年 ．ヒ 30年　　　　酵

上 31年 上 32年 上 33　年
」二皿圃「［“9剛

弓皆」二高 1％ 売、1：高
「％

売ヒ高 1％
売」満 ％

　　　　一一

пv一：高 1％
　　　　　　　”P 1 l　　I 1 1

硫　　　　安

〕享　尿　　　　素

　　過燐酸石灰
業

　　窃巴戒肥謂
六

小　　　　計

社
　　そ　　の　　他

含　　　　計

1｝911・・，f［15155

撒111艦113
（1P81・（’lll・

艘！101｝轟11

、1｝19187、膿85

gll！・31灘15
11’

p1？9100111111100

（107）

10，205

（135）

2，348

（157）

1，252

（111）

1，829

（114’）

15，635

（166）

3，430

（x21）

19，065

54

12

8

10

82

18

100
　　22，747

（122）

11，639

（169）

2，938

（191）

1，517

（160）

2，632

（136）

18，726

（195）

4，021

（144）

硫　　　　安
，！｝lll・・

鵬・
1｝8器・

1｝lll・

1｝鴇・

，瑠47

，縷53
，≦｝88！…

　（93）

19，756

（132）

2，727

（118）

3，959

（130）

7，302

（110）

2，387

（104）

36，131

（115）

44，026

（110）

25 　（95）

20，261

（216）

4，443

（146）

4，909

（143）

8，029

　（99）

2，147

（115）

39，790

51

13

7

11

82

コ、8

100

（109）

10，407

（166）

2，891

（137）

1，Q91

（156）

2，563

ぐ123）

16，952

（232）

4，782

（137）

21，734

硫　尿　　　　；終 3

・・2≦｝Bll・・

5
6，352

（149）

4，996

（165）

9，312

　（61）

1，325

（131）

45，258i

48

王3

5

12

78

22

100

過燐酸石灰
安
　　イヒ　　1ac　ii巴　　半斗

全

社

硝安または石窒

（肥　　　　＊斗）

小　　　　計

そ　　の　　他

合　　　　計
80，157

5

9

3

45

5

8

2

41

（3°9）1・

4

8

1

39

555糊・9，lllll・・

1・・gl｝器1・…，9｝t”181…

　M，758

　（128）

44，357

　（185）

71，e45

　（158）

115，402

、囎・9

織・
1驚1・

躍1・
（8・）12

38

62

100

（註）1．　専業6社は東圧，周東，東北，日水，東海，別府をいう。

　　2．　（　）は29｛年上の売上金額を遮準とした指数を示す。

　　　　通麗省・農林省「化学肥料の現状」　（1958）より…ゆ部加工。

　　　　イに冨み，肥料生産もその・一一環として1立置づけられるにすぎない。もはや両者の格藻は

　　　　決定的なものとなっているのである。

　　　　　そもそも化学肥料部門における専業，兼業の格差はどのようにして生じたものだろう

　　　　か。以下第23表によって検討してみることにしよう。

　　　　　まず昭和29薙度では専業7祉は硫安輸出が好調で売上純利益率も平均6，4％と商く，か

　　　　つ合理化投資も徹底せず使用総資本回転率も高いため，使用総資本利益率も平均7％と

，　　高い水準を保・ていた・ところ瀕任業7社の多くは硫安生産のメリ・トが大きいIF，fS－；V］に

　　　　アンモニアガス源転換を申心とした含理化投資をすすめ（総資本回転率の低下），この
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　　　　　　　　　　　第22衷　硫安各社の多角経営の現状と将来

主 要 製 品

月巴

料 1そ の
1

東洋高圧硫安，尿素，過燐酸石灰
　　　　　　イヒ1戊月巴彗ξ斗（70．4）

日　東化学硫安，尿素，過燐酸石灰
　　　　　　イヒJilejl巴半斗（75．8）

東　aヒ　月巴　牢斗　硫安，　推写度イヒ成（95，5）

日本水素硫安，過燐酸石恢，化成
　　　　　　n巴半斗（79，7）

東量羊瓦」差斤fヒ学　 研己安，　尿素（91．2）

日産化単堕安，尿素，過燐酸石灰，
　　　　　　葦む度イヒ成（51，4）

東海瓦斯化成硫安，化成肥料（59．3）

袈　鉄　イヒ　学　樹δ安，　・fヒ成jl巴il∈：1・（65，4）

昭和電工硫安，尿素，石灰窒素，
　　　　　　焙燐（17．5）

徽化学 涛ｫ騰灘
三菱化成硫竃，尿素，硝安，過燐
　　　　　　匿俊照1灰，　｛ヒ成月巴半斗（16．8）

新日本窒素硫安，高度化成（14，7）

日：本瓦WMヒ学　硫安，尿素（36．5）

東亜倉戒硫安，化成肥料（15，3）

宇部興塵硫安，尿素，硝安化戒肥
　　　　　　斗斗（9．9）

協和醸酵硫安，尿素（5，9）

瀦ノヲあ充生下㍑餓

無機製品，有機葉品，アクリ
Pニトリル

トリポリ燐酸ソーダ

メタノーノレ，ホルマリン，1流
酸

ドライア，イス，シンダー

農薬，硫酸，ソーダ

アルゴン，酸素ドライアイス
カーボンブラック

樫ノHルエ業薬品

アルミ，合金，無機薬品，有
機薬・砧

メタノPtル，アルミ，染料合
成樹脂，農薬，隆薬

コークス，染半斗，医薬品，選き

薬，イソブタノール

塩ビ，オクタノPtル，アセテ
ー一 g，硝酸

メタノール，ホルマリン，耐配
酸

ナイロン原料，ソーダ壌ビ，
トリクレン，硫酸

セメyト，石灰

アセトン，ブタノール，医薬
品，酒精

新　増　設　計　画

合成植胡旨

アクリPt　＝トリル，含成樹脂

メチルクロライド，クロPホ
ルム，四旛化炭素

メタノール，ホノレマリこ／，ウ

ロトロピン，パラホルムアル
デヒド

アセトアルデヒド，酉1三酸，酢
酸ビXル，メタノール縮ビ，
高級アルコpmル

アセトアルデヒド，酢酸，酉乍
酸ビニル，酢酸エチレソ，ポリ
プロピレン，塩ビ，パークレソ

ポリプロピレソ，高級アルコ
ーノレ，　オミリピし／ンノク“リ

コー
ル，塩ビ，アクリPt　＃トリル

アクリロニトリル，アセトン

アセトアルデヒド，酢酸ボリ
プ1コピレン9オクタノール，
ポリブデンD，O．P．

酢酸ブタノ｛ル，オクタノー
ノレ，　合成オ葺童H旨

アクリル酸エステル

ポリヱチレン，ポリブタジェ
ン

フ“タノ’一ノレ，　フ澄クタノーノレ

　（註）　カッコ内の数字は35／下における肥料部門の総売り上げ高に占める比率（％）

ため使用総資本利益率も4．3％と専業メーカーと甚しい格差を生じたのである。ところが

32年度にいたって肥料生産の構造的斜陽化の段階に入るや専業メ…一カー一は使用総資本利

益率を7・　°e・1から弾に24％へと転落させたrそこで既成肥料部門へ投資蝶中させ，

合理化によって挽回をはかったが，これは肥料部門に対する過大投資となり使用総資本

回転勲低下きせ・36鞭にほ総資本利益率は働・．7％の蝶｝・低迷する1こいた。た。

これに対し鎌業7社の繊本利益率は32年では逆に4．・9％と瞬している．36鞭に

は新部門への多角化をすすめているために3．3％と低下しているが，専業7社のそれに
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第23褒　ア系肥料メーカーの利益率推移　　　　　　（j．｝etイ☆：％，　　【ロ【／イド）

東洋高圧
日東化学
東　；「ヒ　J］巴　牢斗

日本水素
製鉄化単
策海瓦斯化成
日　∫≧筐　化　鍵｝∫：

亮上高純使用総資1旦1用総聾

　　　　　　　本利益率利益率　　本匝1転率
　（A）　、　　　（13）　　　（A）蒸（［／．）

7．6　　1、　21

8，3　　0，90

3，7　　0，78

4，1　　1，　04

5，7　　0．97

2，4　　1，2d

5，4　　1．22

9，2　　　6．8　　 0．86　　　 5。8

7，5　　　　4，】．　　　0，73　　　　　3，0

2，9　　△5。1　　　1。06　　△5．4

4，3　　　△6．7　　　　0．68　　　△4．6

5。5　　　3．0　　　0．66　　　2．0

3．0　　　　1．7　　　0，71　　　　1。2

6，6　　　　　1．3　　　　1．09　　　　　1，4

完」ヨ爾縄使用総ll／使用総資

利益辮　　本回転率’本利益率
　（A）”、　（B）”　（A！”×rl劾”

3，5　　0．58

4．7　　0，42

4，7　　0．87

1，8　　0．59

3．2　　0，49

2，0　　0．60

2，0

2，0

4。1

1，1

1．6

1．2

職・・・…1…11・・gL　7・・1…「繭…薦「コニ5「…繭…1：ヲ
02，0・791　0・2

昭　和　飛　コニ

住友化学
三菱化成
東　亜　合　成

新日本蜜素
日本瓦斯化学：

宇　部　興　簾

3，7

4．6

3，6

9．6

7．8

21、9

4。8

0，68

0，93

0．88

0．97

0，58

0，57

1．11

2．5

4．3

3．2

9．3

4．5

12，5

5．3

6．2

5，2

6，3

6，3

2，8

17．4

6，6

0，86

0，74

0．67

1，01

⑪。59

0．39

1．コ，0

5，3

3．8

4．2

6．4

コ、，7

6，8

7，3

5，2

4．0

9，0

4．0

4，7

7．1

3，3

0，63

0，58

⑪，57

0．95

0，61

0，51

0．87

3，3

2，3

5．1

3，8

2，9

3，6

2．9

糠・社1…1…巨14・・1・・1i・…1…i…1・・651・．・
14祉平均1…1・・941・・3い・・1。…1…1…1・…！・．・

（註）　寄年度有価詳皿i券幸艮告誕1：による。

くらべて2倍の商さを糸鮒寺することができた。

　以上を要約すると，兼業メーカーとは32年以前の肥料工業の構造的危機以前の段階で，

アンモニアガス源転換を申心としたアンモニア系の生麗設備を強化し，コストダウンに

よって獲得した利潤は，糠解部門への多角化をおし進めることによって「綜合化掌企

業」に転化したものである。

　これに対して専業メーカー一は，32年以後にガス源転換をはかったが，すでに肥料生産

による利潤獲得が困難のため・それ以上の設備投資が続かず，ガス源転換と多角化とが

同時に並行して後者の展開が極めて困難となった企業である。

　かくして，第コ段階における硫安部門の斜陽化の過程において肥料部門における巨大

企業は肥料専業メーカーに分解し，その分裂は圃定化されるにいたった。後嵩の兼業メ

ーカーは新規部門への投資，経営の多角化を強化することによって名震ともに「綜合化

学企業」として成長した。同時に綜合化学企業としての成畏の背景には融資，搏株関係，

人的結舎を紐帯とする金融グループとの融合密藩化が進行した。窟士銀行一昭和電工，

三菱銀行一三菱化成，住友銀行一住友化学，三和銀行一宇部興産はその代表といえよう。

㈱　野口祐：化学経済5月号；110（1963）
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　ところで専業メーカー一は，肥料部門の構造的斜陽化の過程でガス源転換一禽理化投資

の立遅れからコンツエルン系の化学独占体によって系列化される方向が強められている。

肥料専業メ・・一カーの系列化政策を履も強力｝こおし進めているのは三菱化成である。従来

アンモニァ系肥料の分野で覇権を掌握していたのは三井系の東洋高圧であり，次いで住

友系酬蜴占拠率が商く，三菱系が最も立遅れていた（日召和29年，肥料二法の鋤血され

た時期でも三菱化成は硫安大乎六召二の申にも入っていなかった）。ところが三菱化成は

東海硫安（現在の東海瓦斯化成）の系列化を手始めに，経営不振となった専業会社に対

し資本，技術役風を導入して自祉の傘下に組み入れると同時に，みずからも設備拡大し

て短期間に肥料業界の一・大勢力をきずいた。1幌在ヨ菱系の肥料会祉は三菱化峨をはじめ

勅瓦斯イ鴨凍北nE’1‘iF，　El本螺の附騰え，畑・はすべて叢価肋締網瑚1

受けている。

　　　　　　　　　　　　5・第ミ段階（昭和34年一　）

　第三段階における最も塾本的な特徴セま，E・E・C域内の西独・仏・伊の諸圃の経済

発展及び日本経済の急速な成便とこれに対比してのアメリカ経済の停滞とい・）た不均等

発展の深化の過程で・アメリカ独占資本が強く対日礁出を要求し，ここに「貿易・為替

の自由化」が我園に現突化したことであった。このような国際競争の激化に対処して，

同本独占資湘灘融化学滴動1執電機論威繊維といった言綿門を一”・・／ツ…，・・v・ンの戦

略部門に位置づけ，「特振法」の内容に示されたような圏家独占の新らたなるテコ入れ

によって，さらに一層の設備投資の集申強化をはかったのである。

　岡時にこれら戦略部門を中心とした重化学トラストは，相対的劣弱性の克服，園際競

争力の強化をめざしての設備資本の強蓄積によって，肉己蓄積を上廻る巨額の設備資金

の必要から外国資本への依存度を一／膏高めており，装備すべき技術面では新興崖業部ドq

の展開による外国技術の全面的依存度をますます深める結果をもたらしている。とくに，

目本の独占資本内部の脆弱性（生産集中度の低下傾向・資本集中度の内部構造の脆弱

性）は，設備投資をめぐる独占間競争の激化の傾向を強めることによって，技術導入の

重複は勿論のこと，アメリカを申心とする民聞外資の導入を倍加させている。その結

果，この段階ではコンツsルン体制を申心とした国内企業集申の進行と同蒔に，その内

部稲を通じて騨企矯中（主としてアメリカ独讃本のもとへ喋中）を一繰進
する事態をも生んでいる。

　これから取り挙げる石油化学工業は，以上の第三段階における嵐本独占資本の基本的

特徴をあらゆる面で具現しているといえよう。

　第二段階に二おいては硫安部門の停灘を契機として，ガス源転換，食成樹脂・合成繊維

製品及びその原料生産といった多角化を通じて，化学工業資本は石炭蹴化学コンビナー

ト，電気環化学コソビナ・・トから石油算化学コンビナー患への変容を進めつつあった。

鮒　東洋経済編集部：東洋経済新報臨時増刊号；100（1963）

鋤　野口祐編箸：荊掲書，195－196（1965），御茶の水書騰・
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すでにアメリカ化学工業では1950年頃から石炭化学から石油化単への転換は決矩的とな

っていた。この動きは若干のタでム・ラグをおいて我園にも反映した。

　我国における石油イヒ学二r誰の展開は，　1．Eず石油精製部門1こおいて↓琳化された。占盒ll

休制の中で太平鮮二岸製油所の再㈱許可（昭禾ll24年末）以来，スタンPt“　一一ド，シ・1・ル等の

［JI三i際石油独占との合弁形態をとる石油企樂を中心として，眉油処理能力の拡大が進めら

れてきた。昭和27年以降｝：よ白動車部門σ）発展による高オクタン価ガソリン需要の拡大に

対応して，高オクタン価揮発油製造育旨力と高級潤滑2ril製造能力の整備，撚充が主な課題

となった。かくして日本石油，三菱石油，丸善石油を中心として，熱分解法，接触分解

法，接触改質法の∫1乏新技術がアメリカより導入されるにおよんで，この過程より火鍛に

生じ財レフ・ン系朧蕾贈｝香徽化水欝の不飽繊イヒ水勲原糀する御1化
喝をユニ潔三σ）1J史立．力翻！見叙ミイヒし．ゾこ。

　しかし石油化栄の二II二業化は，エチレソ，プPtピレン，ブチレン驚のオレフィン系炭化

水素及びその誘導品。芳香族炭化水素及びその誘源高から7ソモニア製品製造にいた《）

まで，すべてを勉含した総合的形態をとゐことが最も衡利であゐ。この場含，篇油化学

工業の前半の工程，すなわち炭化水素の分離・精製から変革の工程は石汕精製二［二業の技

術によっても可能であるが，それ以後の合成による中間原料化，製品化の：縣1亘｝は最も斬

しい合成化学の高度披術が要刃ヒされ，化学ヱ叢盗本の参加なしには不可能である。この

ことは賛本面からみても同様のことがいえる。すなわち，総合的な石油化栄二1二場の難設

のためには，1　」：場当り100億円として約1，000億円の巨額の資金が必要である。それは

我巨…1の資本蓄積の狭小な石油資本ではとうてい不可能な規模である。これについては，

技術的にも資本的にも後進的水準で，資本集中度の低い我園化学二1二業資本でもi諺可じこと

がいえる。

　以上のような資本的・技術的限界に規定されて我國の石油化学工業の本格的展開は，

石油資本と既存の化学独占の提携が必然化された。これまでに自己保有の石炭”＝一ク

ス炉を妻旦讐盤として，石旋瓢化学胃ンビナートとして発展してきた鷺井，三菱，住友の三

大財閥の基幹化学企業は，基本原料としての石炭の斜陽化から，これまでの石炭との結

合を廃棄して，しかも停滞化のはっきりした硫安中心のコンビナート体系を全颪的に再

編成し，石油を出発点とする，有機合成品生産を中心とした総含的な石油＝＝化学瓢ンビ

ナートへの重点移行をおしすすめることとなった。これらの三大財閥系化学企業と石油

精製企業の結創竃井石醐ヒ学＝興亜石油，露菱油化・＝昭率口四岡了，住友化学罵出光興

産の原料系列の形で実現した。

　この他，電気＝化学コンビナートの代表たる昭和電工も，アンモニア含成の合理化か

ら，電気化学から石油化学への転換が迫られ，日本石油と提携して，日本石油（臼本石

油精製）一日本石油化学一昭和油化，昭和電工，旭化成，旭ダウ，古河化学，lll本ゼオ

ン，日本触媒，鋼管化挙といった異ったトラスト悶の結倉の形態をとって実現した。そ

こでここでは技術的な具体陥勾容の説明は省ぶいて洛石油f瞠センターの資本結命の

囲　申村忠～：前掲書，62－63（1962），東洋経済新報社
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基本的特徴を指摘してみることにしたい。

　我国における石油化学工業の本格的な展開は，ほぼ昭和33年頃より始まったとみてよ

い。この第一期計西iに投資された資金は，約820億円に逮し，化学工業始って以来の大

がかりな設備投資がすすめられた。建設された石油化学工業地帯は三井石llll化学の岩圓

地区，三菱油化の申心の四日市地区，住友化学の新属浜地区，匠体石油化学を基点とし

た川崎地区の四ケ所であった。これらの石油化学認ンビナー一トが建設される以前に，す

でに各財閥系の基幹化学企業は，それぞれ独肉の展開の仕方をとって石油化学への転身

を開始していた。

　住友グノレープの住友化学は，硫安合理化のためのガス源を石油の分解に求めることか

ら出発し，同時に多角経鴬の方向としてポリエチレン生産を開始するといった，関連あ

るところから次第に石油化学部門に進出する形態をとった。

　三菱系では，染料不振と硫安の斜陽化によって企業合理化を迫られていた竃菱化成が

中心となって，28年にはアセトンをJ30年にはモンサ・・一ト。ケミカル会社との合『弁会社

三菱モンサソトを設立してポリスチレンを生産するといった，部分的遜出の形をとt，で

石油化学工業への転身を図った。

　三井系では，主製品のコークスと染料の不振によって，企業的に行づまりにあった三

井化学が，meFl・iにおける三池倫成の人造石油製造の技術的蓄積の基盤と，昭和29年三井

化学石田社長がドイツから導入したチグラー法ポリエチレン製造技術をもとにして，一

挙にポリエチレン製法にのりだそうとした。

　日本石油を申心にコンビナート内でも，FI召和電工は電解法による硫安生産が，電力供

給制限によって隈界を生じたところから，硫安合理化＝石油分解ガスへのガス源転換の

形態をとって石油化学部門進出をはかった。同時に多角経営の方向としてブイリヅプス

法によるポリエチレン製造を計画した（ポリエチレン生産のために昭和油化を新設）。

旭化成も電解法アンモ＝ア製造の限界によるガス源転換と，ベンペルグ，人絹に代わる

アクリル系繊維生産計画から石油化学工業に接近しつつあった。

　ところで昭和33年頃から石油化学コソビナートの本格的展開の段階に入るや，各グル

・・一 vのコンビナ・・一ト形成の態様はそれぞれ特徴をもった形であらわれた。

　従来もっともコンツェルンとしての結合力の弱かった三井コンツェルンは，石油化学

コンビナート形成にあたっては強力な結集をみせた。すなわち，三井銀行，三井鉱山，

三井化学t：東洋高圧，三池合成，三井金属，東洋レーヨンの三井系七社と興麗石油の共

同出資による共同会社霊井石油化学が設立された。この三井石油化学は興亟石油から供

給されたヘビーナフサを分解する分解セソタr・一として機能するほか，ポリエチレン，エ

チレンオキサイド等ゴ三要な誘’導品も製造する多角形企業であった。　　、

　三井石油化学と同様，コンツェルン系列企業の共同投資による「共同会社」形態をと

ったのが三菱系の三菱油化であvl．た。これも三菱系九社が資本金総額（7億円）の74％o

を共同出資し，その他昭和石油10％，シ＝ル社15％の出資による共同会社形態をとった。

生産形態もほぼ三井石油化学と同じであった。以上，三井，三菱系が従来の基幹化学企

業だる三井化学，三菱化成を中心にSiンビナートを形成したものの，いずれも，グルー・
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プの共同出資による「共同会社」形態をとったことは，その後の発展過程でさまざ窪な

閥題を残すことになった。なによりも石油化学部門がil！ll度成擾をとげ，企業規模を拡大

するにつれ，もとの親会祉たる窯井化学，三三蔓化成の斜陽的存在がよりISr．・」きりと浮き

彫りされたために，同…・グループ内で新旧両企業間の梢互反擾が激烈化し，のちには取残

された親企業（三井化学，三三菱化成）がスクラッヅ化をま潜ぬれるため，独肉に第二石油

化学センター建設にのりだす事態が生じた。しかもその背最に，それぞれ園際石油独r！’i

の対立がからみあって，＝ンヅー＝ルV内の矛盾をより深める結果をもたらしたのである。

勿論，こうした賢木聞の対立似ll而を生ずると同時に，コンツ，r一ルン内に共1司≦寒社を生み

だすことによって内部的には各トラスト悶の結合の強化を促進し（部分創司），対外的に

は巨額の賢本を集申することによって敏速に燕火ロP－一ンビナートを建設して競争にうトら

かつ利点をもっていたことも決して過小評価すゐことはできない。

　以」：の如く，三州：ll三菱系が，コンツーnt・レン内の膿父トラ朴の部分舗1によ、，て一＝

ンピナートを成立させたのに対して，付i友化学は，関連あゐ部門から｝欠第に石油化学瓢

ンビナー一トを拡大してゆく方法をとった。したがって住友化学という蝋一のトラストに

よ・：）てコンビナpmトは形成されてゆくのであるから，鷺井，：：ヨ三艶系のコンビ・h　・一トのよ

うな新旧両部門の対立といった事態も娠ぜず，コVビナート運営面でも歳も合理的な形

態であった（勿論住友化物」易禽もナフサ供絡螺り麟本の出光槻融吸鵬）。

しかし同時に，住友化学が…挙に総合的な雛ンビナート建設の力法をとらなか・・，，たこと

は，第三段階に入ってコンビナートの母濃の…層の拡九総合化7b・r；すすめられるや，・・．・；・

ッ＝・レンの集団的総合力を・だナートに糸繊する瀦［1に欠け，訓・，三竣系にくらべ

てその規模拡張の点でおくれをとる原圃となった。すでに昭和38年段階で三り1二石油化挙

が8万トン（エチレン年麗能力），蕊菱油化が8：万2干トンに達しているのにひLkかえ，

住友化単コンビナートが5万5千トンにすぎず，誘導品製造種類も他にくらべて少くな，

い結果をもたらしている。こうしたところから第二の＝ンビナート建設（静浦地区予驚

地が公害反対運動によoて失敗したところから干菓五井地区に計画を変更）には住友化

学ばかりでなく，他の住友系企業も誘引して総合石油化学にしようとしている。なお，

旧財閥系コンビナートの企業聞の提携を示したのが第24喪である。

　以上の旧財閥系コンビナートにくらべて，非財閥系大企業の連合体たる日石化学認V

ビナートでは，従来の資本系列のワクを越えて，異系列のトラスト群が生麗技術ffgjg1関

性を基礎として結集したもので，いわば他人の寄り合い世帯的性格が強い。たとえばナ

フサ分解センターの日本石油化学は，日本石油精製の100％出資によるもので，アメリ

カのカルテックス系の支配力が強い。これに合成部門を受持っている古河・昭電。旧日

窒系の新興財閥系化学資本が結合している。ここでも昭和油化（寓士銀行系，現在鋼管

化学と合併してオレフィン化学）と吉河化学（第一銀行系）においては，それぞれ＝ン

ツェルン傘下企業の共同出資による「共同会社」形態をとっているが，いずれも合成部

門の一一部分を担当するだけで，前述の旧財閥系ロンビナートの如く，そうした共同会裡

形態がコンビナート全体を強化するテコとしての役割を果さないばかりか，逆に＝ンビ

ナr・一ト内部の対立を深める結果となっている。こうして，戦前化栄部門で活躍した新興
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第24裏　石油化学部門における三大コンツ．＝ルンの企業提携状況

三井砒（秀誌素珈ピレン嘆本震謙鼎、月）

1難1｝醸

　　　　　　　原料
興　亜　石　油　一一一一屡

三井石油化学

昭和30年7月設立

資本金2億5000万円
一一一…

鼡ｦ卜化学’期勿

エチレングリコPtル
フPtノール
テレフタノドル酸

一一一一一一t東洋レーヨン
フェノール
ポリmチレン　　　　＿

ベンジントリUl－　e一ル　伊藤忠

ヘキシPt　・一ル

ー一一一・一一一一一・ 謌齦ｨ
副産i物

三　菱　化　成

三菱レイ繊ン
三三菱金属鉱業　出資

諜騨「

一一一一一．一結ｻ亜石油

　　　　　　　　　三菱油化僥チレ犠繍耀辮｝）

旭硝子　三菱油化一一一一｛「瞬成コム

明　治　生　命　　　　　　　　　↑原料
欝　i菱　鉱　業　　　　　昭和四日市石油

　　　　　　　　　　スチレン　　　　　　　　　　　。

昭和3・糊設立鐸謬ζ＿。モソサント化成

　資本金4億円　：「「一一一〉…三慶商事
　　　　　　　　　　剛産物
’　 @　　…－　　　tu－’一一一一一一y昭和匹1日市石油

　　　　　　　　　餓蝋莞チレン震繍継蜘

断光賠劉’倥友化学一一一一｛桂嚢講・・イ・　　　　　　　　　　　　　　　　ポリr・チレン　　　　　　　　＿

　　　　　　　　　　　　　　　　副産物
　　　　　　　　　　　　　　　㎜一一一一一》幽光興産
（註）野口祐編著：日本資本ゴ三義経営史下’

コンツェルンはいずれも，みずからの金融機関を持っていないために，戦後のコンビナ

ート再編成過程においては決定的な遅れをとるにいたっている。

　旧財閥系コンビナ・・一トと非財閥系コンビナートにおいては，明らIJ・に資本結含の而で

性格を異にしており，前者が同一コンツ＝ルン系統の強味を発揮してまとまりがよく，

早くから収益を挙げ得る段階に達しているのに対し・）後者は原料と製品の受渡しという

技術的結合を基礎に提携しているだけに，コンビナ・…ト内部での参加企業同士の競争，

足並みの不揃ろい，ナフサ分解センターと含成部門分担企業との価格をめぐる対立等が

露呈し，コンビナートの運営面で深刻な問題が生じやすく，この点で旧財閥系ロンビナ

ートとの格差を生んでいる。これは日石コンビナートばかりでなく同じパターンの後発

コンビナートに共通する矛盾である。

　そこで非財閥i系コンビナートは，之のような脆弱性をカヴァーするためにさまざまな

手段をこころみている。たとえばコンビナートの内部に，コンビナ・…Hトのメンバーの共

同出資による「共同会社」を増加させることによって経営の安定化をはかっている。と

くに原料の安定化をはかるため，コンビナートの申心をなすナフサ分解センターを共同
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出資による「共同会祉」方武で運営する傾向（例えば後発ロンビナートの丑けト地区σ）丸

善グループ，四日市地区の火協和グループ）があらわれている。他方，分解センターを

共有しない日石コンビナートでは，分解部門を受持つ口石化学が，コンビナr－一ト内部に

いくつかの合成部rl唄二場を設け（ポリXチレン部門，アルキルベンぜソ部門，アセトン

部門），自己の比重を高めることによって非財閥系コンビナートのもつ贅本的な不安幾

性をカヴァーしようとする動きもみられる。

　ところで第三段階に入ってからの眉油化学工叢の成長は急速なものであった。昭和32

年，17億円の生嘘金額だ・二）たものが，37年には1265億円，金化学製品の11％を1！1め，C

の年は不況期にもかかわらず石油僧’i‘：製品金体としては対前年比金額で5割の増加を示

した。このような需要の急増大は，石油化憂1ξ：部門への石油賛本，化掌贅木等の新らたな

る参入を招いた。とくにこの傾陶は，石油化学製品と競含し，これによって代替されう

る製品を生産していた化掌企業に顕箸にみられた。同時にll召和35年に入って「肉由化」

段階を迎え，隣1際資本との競争が熾烈｛化したが，iコ1際火企業と比較して我園の’＝ンビナ

ートがエチレン生産規模においても，ナフサ留分の総禽利用の点でもはるかに劣弱であ

り，したが・：て競争力の点ではまだまだ兇劣りしてまともに対抗することは不可能”ぐあ

った。そこで日本の石油化単工業が国1際競争力を具備するためには，生1嚢単位1の大規模

化と従来未利用の各種オレフインの完全利用による一」ストダウンが強く要請されたので

ある。ここに既存のコンビナー・一トの増設計画と瑚規＝ンピナf・・一トの設立計画を含む，1！S

油化学企業化第二次計画が燐1始される根拠があったのである。この第二次計繭の実施に

より既存のナフサ分解セソター一は，各々エチレン年鷹5～8万トンの国際規模への引上

げ（これは現在では20万トン規模にまで引上げられている），ポリxチレンの園際規換

への引上げ，P－P留分ゐ有効利用によるプロピレン化学の展開，　C4化学。芳番族化

学の総合的多角化が計画され，総含的な石レ油化学＝ンビナートへの脱皮が本格的に進め

られるにいたった。

　これと並らんで，最初から本格的な石油化学コンビナートを濁指した川傭地区の東燃

石油化学・千葉県五井地区の丸善石油化学・四日市地区の大協和石油化学。水勘地区の

三菱化成・徳山地区の出光石油化学の五つの新コンビナー一トが認可されて目下建設申で

あり，一部は既に稼動中でもある。これら後発コンビナ・・トは旧財閥系の三菱化成をの

ぞいて，いずれも日石コンビナート圃様石油会社と非財閥系化学企業と共同して設立さ

れたコンビナートである。

　これら後発コンビナー一トの資本的特徴を，先発コンビナートと比較して明らかにすれ

ば，ほぼ次のように概括されよう。

第一に三菱系コソビナーFでは，四断1馳区ゐほかに水馳区に第ニコンビナートを

建設して，旧財閥系コンピナー一トの優位性を示しているといえよう。勿論先述のとおり

そこには三菱油化と三菱化成との反搬，対立の側面を見逃しえないが，たとえ内部分裂の

結果であろうと，財閥系コンビナートはいずれも（三井系では堺地区に第二嘗ンビナー一

トを計画申，住友系も千葉に計画中）第ニセンターの建設に着ヱしたり，計藺をはじめ

ており，ここに財閥系の金融力の強さが示されている。これに対して非賜閥系コンピナ
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一トでは外資系の日石化学コンビナート，東燃rff油化学コンビナ・一一トをのぞいて笛ニセ

ンタ・一一・を新設するプランは現在のところ持合わせていない。こうして先発グルt・プと後

発グループの格蕩なかんつく騰1欄系・ンビナートとトラスト連合・ンビヲー・一一　Fの格

差がますます深まりつつある。

　第二二に，後発グループの先発グル・一プに追いつこうとする必死の競争がすすめられ，

さらに新規コンピナー一ト建設が加わって，コソビナート闇競争は激化の一途を辿り，過

当競争がひろがりつつある。このような事態に対し，通産省は昭和38年10月宋石’2111化学

向け「体1齢醐（開銀高虫資）の則木化方針と今後の石ll靴学コンビナートの新増設方針を

明らかにした。そこでは先発グループエチレン年薦20万トソ，後発グル…プエチレン年

産10万トンの「新産叢秩序」体制をつくりあげるために開銀融資による後発グルー一プの重

点育成と，既存の（ないし認可済の）コンピナ・・一一トへの独占集中の方策がもり込れている。

　第三三三に後発系グループの脆弱性は，同グル・一一一プをして窪際石油化学トラストへの依存

度を深め，国際的従属化の方向を強化する事態をもたらしている。非財閥系コンビナート

が先発の旧財閥系コソビナートに対してとった対抗策は，外国資木との舎弁方武であ・，

た。たとえば今日，外国資本の強力な援助によって，後発グルr’一一プ申最も安定した成長

をとげつつある東燃グループはその典型とみてよい。そこではナフサを供給する東亜燃

料工業肉休がスタンダLド。ヴァキューム石油会社と55対45の幽資比率で設立した合弁

会社である。さらに基幹部門たるナフサ分解センター（東燃石油化学）もスタンダード

との合弁で設立され，その他分解部胸のRl東ユエカrv，旭ダウ，日本ゼオン等参加企業

の大部分が合弁企業で占められており，まさに国際コンビナートの観が深い。

　そればかりでなく最近のコンビナートの総合化に伴ない，いずれも合弁会社方武が強

第25衷　ナフサセンター・と技術導入　　　　　　　　（単位：件）

地　区＼鞭
　　　　　　　　　N＿、＿　　　　　　t＿．Ltlループ＼

岩　　　国

新　居　浜

川　　　崎

四　日　市

川　　　01奇

五　・　井

徳　　　山

四　日　市

水　　　島

　計

三　　　井

住　　　友

目　　　石

三　　　菱

東　　　燃

丸　　　善

出　　　光

大協和
三　　　菱

30

1

1

1

3

31

6

1

7

32

1

5

4

10

33

2

1

2

5

34 35

5

2

4

2

1

2

2

18

36

2

3

5

2

2

3

17

37

2

2

2

3

4

3

26

計

19

7

11

13

5

6

5

7

3

76

化学工業関係1エ7146　1・・1・・［・・1・・1．59　1・・1355

（註）盗センター構成各社の石油化学製品に関する’導入件数（甲種のみ）

　　エンジニアリング，特許ライセンス，その他同一プラントで件数が数件に分れている場合
　　もある。
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化されている。たとえば昭和35年に入り石油化学第二期計i凹の着工とともに，第25表に

みるように石油化崇関係の技術導入が急激に増加している。この場禽，国際化単独占の

新しい戦略として，披術導入と同時に合弁会社を設立するケr－一　X（いわゆる経労参加的

株式取得の方武）が増大し，そのため合弁会社もかなりの設立がみとめられている（第

26表）。しかも簸近の奮弁会社の傾lflJとして三井ポリケミカル（三井石油化単デ嵩ボン），

第26衷　化学二：1二：業におけ孝5台弁会社の設立状況

s”’

_・ミ塵」25
クi資1去によ嶺もの

円一ミー一スによるもの

　合　　　　計

606 303 1　2

@　2

@　4

26囲・・　129　1・・1・・1・・

　　　　　　　4　　0　　3　　2

　　　　　　　0　　0　　1　　1

　　　　　　　4　　0　　4　　3

33図・・136　1・8

0　　1　　4　　5　　3

0　　1　　3　　3　　6

0　　2　　7　　8　　9

（1、韮）　　でb｝静宗1曾斉イリr3七∫り「：イヒ弱をボ罷曹∫苛11♪」一㌃シ，　7　（1963）

昭和ネオプレン（昭電工とデ・・ボン），日東ユニカー一（i三1策化栄とUCC），油化バディ

ッシ＝－1・（三菱油化とBASF）の如く，国際的大賛本の進出がめざ寮しいが，その背鍛

には化挙製品の世界ili勺過剰生産とわが国の石汕イ犀1‘布場の急成提がインパクトとなって

いることは疑いない調1：婁であろう。

　ところで，国際独占資本の摺油化避y培【1門に対する遼i出は株式投贅のみによるものでは

ない。最近におけるコンビナート建設の大規模化及び総合化にともなう所要設備資金の

阻大化によ・：1て，園内における資金調遡（とくに銀行融贅）は停滞を来たし，外較借款

の比重を増大させるにいたり，その結果，たとえレボ昭和36年には設備資金の10％が外資

に依存している。・一一例として日東鵬ニカー一ではUCCとの折半出資ばかりでなく，設備

投資の一部（約55％）として，約600万ドルをUCCの仲介でアメリカの諸銀行より借

款し，UCCの支配の度倉を強めている。こうした事態は日東ユ轟カーばかりでなく，

後発コンビナー・トの不振と共にます窪す波及する傾肉を強めている（例えば丸善石油化

学）。

　しかしli踊際資本の進出は，今日では我1測のコンビナート全体についてもいえることで

ある。たとえば旧財閥系コンビナー一トにおいても，第二次計画以降岩岡の三井照了油化学

グルー一プでの三井ポリケミカル，四日市の三菱油化グループの油化バデイッシュの如く，

合弁会社が大幅に増加しており，この傾向は，今後第ニセンターの建設によ”・てますま

す増大することが見込れているのである。
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Summary

The Accumulation of Capital of the Chemical Trusts and their 
Behaviours in Postwar Japan.

Masayoshi Ikeda

　　　Thi・arti・1e　aim・t・m・ke　cl・a・th・mech・・i、m，。f　th，　accum。1。ti。n・。f

capit・1・f　the　ch・mi・・l　t・u・t・a・d　th・i・b・h・vi・…i・。。，　c。。。t，y。ft，r　th，

War．

　　　　Thech・mi・・1　i・d・・t・y　i・c・mp・・ed・f　m。。yvari。ti。，。fb，an、h，，a。d

　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モ

1ts　st「u・t・re　i・very・・mplicat・d．1・thi・p・p・・，　th・m・i。　P，。blem、　are　h。w

the　Jap・…echemical　t・u・t・p・。m・t・th・ir　accum・1・ti…fcapit。1，。。d　t。

what　kind・・f　bra・・h・・th・y　t・an・fer　th・i・w・ight・ft・・th・W・・，　acc。rdi。g

to　the　change　of　the　industrial　structure，

　　　　In　c・・f・・mity　with　th・f・rm…t・dy（・・Th・B・・ines・Hi、t。，y　i。　P。、tw。，

J・p・・’㌔1964），f…p・ri・d・…c1・ssifi・d；th。　f。rm，，　h。1f。f　th。　Fi，，t

（1946－1948），th・1・tter　h・lf（・949－・953），　th・Sec・nd（1954－1958）。。d　th，　Thi，d

（1959－　　　　）。

　　　　Th・m・i・・h・・acteri・け・・。f　the　accum・1・ti…f、apit。1。f　the　chemical

industry　ill　each　period　are　the　fo110wings，

　　　　1・th・f・・m・・h・1f・f　th・First　P・・i6d，・。　th，　rec。1，、t，。、ti。n。f　the

postwar　chemical　industry，　the　main　weight　was　put　on　the　fertilizers

b「anch・T。・ec・n・t・u・t　thi・b・an・h・f　th・i・d・・t・y，　th・g・v・・m，。t、。pP。，t，d

itby・ff・・i・g・n・・m…v・1・m・・f　f・・d・a・d　m・t・・i・1・a・dh。1dth。p，ice

P°1icy・whi・h　w・・ad・・nt・g・…t・th・fertili・ers　fi・m・．　S・，　i。　thi、　p，，i。d，

th・fertilizers　b・a・・h・・uld　m・ke　m・re　c…pi・u・u・p・・9，e，，　than　th，。ther．

　　　　In　the　latter　ha正f　of　the　First　Period，　in　accordance　with　the　enforcement

°f・・－ca11・d　D・dg・－Li・・，　the　a・si・t・nces　a・d　p・ice　c・・t・。1，。f　th。　g。v，，m。。t

f°「th・fertilize・s　b・an・h　were　st・PP・d．　A・are・ult・f　th・・vers。PPly。f．．the

m・・tt・e　i・J・p…th・fertilizers　b・a・・h・f　th・i。d。、t，y　h。，　c。m。　t。　b。

assig・・d・・an・・p・rt　i・d・・t・y。　B・t　d・・i・g　th・peri・d。fter　th，　K。re。。

W…wh・・the　l・t・m・ti・n・1　Fertili・ers　M…P・1y　b・g・・t。　pe。。t，at。　i。t。

A・ia1・M・・k・t・th・’ ?E・tili・e・s　i・d・・t・y　i・・u・c。。。t，y　w。、　f。rced　t。。ut

d°w・it・p・・d・・ti・・…t・by　b・・i・ess　rati・naliza’ti・・．0・th・。ther　hand，

the　p・・P・rti…fth・b・an・h・f　th・・y・th・ti…g・nic　chemi・t・y　w。s　e。1arg。d

・i・ce　th・t　peri・d・becau・e・f　th・i・crease・f　p・・ducti。n，　i。　th，且，ld、。f　th。

synthetic　organic　fibers　and　plastics．　　、



96　　　戦後我国｝こおける化学二仁業淋磯木鰍とそのビへ・ビア　　N°・43

　　　In　the　second　Period，　it　was　the　change　of　gas－sa1ユrce　and　the　rnultiplying

。f　b。，iness　th。t　were　m・st　imP・rt・・t　f・r　the　rati…1i・ati・・pla・・f

。mm。ni。m，。lph。t，　m・nu・e．　Th・b・・i・ess　m・ltiplS・i・g　w・・d・v・1・P・d　in　tw°

w。y，；。ne　w・・th・ch・・g・・f　th・ki・d・・f　f・・tilizer，　the・ther　was　the

d。v。1。pm。。t。f　th…wm・・k・t，・・m・ly　th・pe・et・ati・g　i・t・th・且・ld・°f

synthetic　organic　chemical　industry．

　　　In　the　Third　Period，　apart　from　the　stagnation　of　the　fertili影ers　branch，

enormous　volume　of　capital　was　invested　i1ユto　the　petrochemicals　induLgtry，

whi。h　w。。　th。　new　dep・・t瓢・・t・f　th・i・dut・t・y．　Si・ce　1960・th・d・v・1。pm・1ユt

。f　th。　p。t，。ch。mica1・i・d・・t・y　h・・b…ght　th…w・・mbi・・ti・n・f　p・・d・・ti°11

b。，i。9。。　the　c。mbi・…fth・fi・m・and　h・・m・d・th・m・・。P。！i・・P…ible

to　progress　newly・


